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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

議   事   の   経   過 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

午前１０時００分開議 

 

○議長（小山彬夫） 

  おはようございます。 

  会議を開催する前に、コロナウイルス感染症緊急事態宣言が延長されました。一日も早く

終息を願うものですが、本日の会議におきましても、感染拡大防止対策に細心の注意を払う

必要があります。議場の議員席は２人席から１人席にして間隔を広く取り、また、理事者席

についても３人席を２人席にしております。また、傍聴者におかれましても、過密を避ける

ために、議場内の傍聴席は閉鎖し、301会議室で視聴していただくことにします。 

  それでは、これより令和２年河南町議会５月臨時会議を開催いたします。 

  ただいまの出席議員は11名でございます。田中議員は欠席との連絡を受けております。定

足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  本臨時会議に対する説明員の通知は、議長宛てに回答がありましたので、お手元に配付し

ております。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

  日程第１ 議席の指定及び変更についてを議題とします。 

  去る３月24日告示の町議会議員の補欠選挙の執行及びその後において会派の異動がありま

した。議席に配付しております河南町議会議員会派別名簿のとおりでございます。 

  会議規則第４条第３項の規定に基づき、議長において議席を指定します。 

  まず、無投票当選されました河合議員を議席１番に指定します。続いて、変更のある議員

のみの議席を指定します。浅岡議員を９番、加藤議員を10番、そして私、小山を12番で指定

します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 
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  日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。 

  本臨時会議の会議録署名議員は、４番 佐々木議員、５番 谷議員を指名します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  日程第３ 会議期間の決定についてを議題とします。 

  ５月１日に開催されました議会運営委員会の審議結果をお手元に配付しております。 

  これにより、本臨時会議の会議期間については本日１日にしたいと思いますが、ご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」の声起こる〕 

○議長（小山彬夫） 

  異議なしと認めます。よって、本臨時会議の会議期間は本日１日と決しました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  ここで、今回、初議会となる河合議員から一言挨拶をお願いいたします。 

  河合議員、こちらへ。 

○１番（河合英紀）（登壇） 

  おはようございます。 

  ３月の補欠選挙で当選させていただきました河合英紀です。今まで、作業療法士として医

療の世界で頑張ってきました。その知識と経験を生かして河南町のために貢献できたらと思

っております。これからよろしくお願いします。 

○議長（小山彬夫） 

  河合議員の挨拶が終わりました。河南町住民、町議会の発展のために頑張っていただきた

いと思います。よろしくお願いしておきます。 

  ここで、令和２年河南町議会５月臨時会の開催に当たり、町長から挨拶の申出がございま

したので、これをお受けいたします。 

  森田町長。 

○町長（森田昌吾）（登壇） 

  おはようございます。 

  本日、令和２年河南町議会５月臨時会議に際しまして、議員の皆様にはお忙しい中ご出席

を賜り、ありがとうございます。 
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  まず初めに、去る３月に行われました町議会議員補欠選挙におきまして河合議員が見事当

選の栄に浴されましたことを、心からお喜びとお祝いを申し上げます。 

  また、同じく行われました町長選挙におきまして、多くの住民の皆様のご支援、ご支持を

いただき、町政を担うこととなりました。誠に光栄に存じますとともに、改めて、責任の重

大さを痛感し、住民の皆様の期待にお応えしていかなければならないという思いでいっぱい

であります。 

  今回の選挙におきましては、14年の長きにわたる武田勝玄町長の意思を引き継ぎ、さらに

発展させることを念頭に、住民目線の町政を進めてまいる所存であります。議員の皆様、住

民の皆様におかれましては、格別のご理解とご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

  今臨時会議には、緊急事態宣言が発せられ、新型コロナウイルス感染症に対応するための

予算で緊急に編成し、住民の皆様の生活を維持していくためのものとして提案させていただ

くものでございます。私自身が公約として掲げました継承と発展につきましては、次の６月

の定例会議におきまして肉づけ予算とともに申し述べさせていただきたいと存じますので、

議員の皆様のご理解をお願い申し上げます。 

  さて、新型コロナウイルス感染症対策につきましては、政府は５月４日の対策本部で、感

染者の減少が十分なレベルとは言えず、医療現場の逼迫した状況を改善するには１か月程度

必要として、全都道府県を対象とした緊急事態宣言を５月31日まで延長することを決定され

ました。また大阪府は、５日の対策本部会議におきまして、事業者への休業要請や外出自粛

要請を段階的に解除するための府独自の基準、大阪モデルというものを決定されました。本

町職員につきましても、勤務体制でございますが、５月10日までは現在行っております２班

の体制で対応いたしまして、５月11日以降、来週でございますが、２班体制を維持しつつ、

分室での勤務体制で対応するということといたしております。議員の皆様におかれましても

ご理解とご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

  さて、本臨時会議にご提案申し上げます案件は、報告の案件３件、条例案件３件、予算案

件４件、その他案件３件の合計13件でございます。 

  まず、報告案件でございますが、報告第１号 令和２年専決第２号 令和元年度河南町一

般会計補正予算（第６号）の報告でございます。河南町議会議員補欠選挙に要する経費を令

和２年３月13日付で専決させていただきました。なお選挙は、選挙すべき議員の数が１人の

ところ、届出のあった候補者が１名であったため、無投票となりました。 
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  報告第２号 令和２年専決第３号 令和元年度河南町一般会計補正予算（第７号）の報告

でございます。地方譲与税や各種交付金など、主に収入額の確定に伴いまして、令和２年３

月31日付で専決をさせていただきました。 

  報告第３号 令和２年専決第４号 河南町税条例等の一部を改正する条例の制定について

の報告でございます。地方税法等の改正に伴いまして、未婚の独り親に対する税制上の措置

及び寡婦控除の見直し及び所有者不明土地等に係る固定資産税の課税上の課題に対応するた

めの改正等を令和２年３月31日付で専決させていただいております。 

  続いて、条例案件でございますが、議案第１号 河南町後期高齢者医療に関する条例の一

部を改正する条例の制定についてでございます。国の新型コロナウイルス感染症対策本部の

緊急対策に、後期高齢者医療において国の財政支援が決定されたことを受け、大阪府後期高

齢者医療広域連合において傷病手当金を支給することに伴いまして、新型コロナウイルス感

染症に感染した被保険者等に対する傷病手当金の支給申請受付事務を本町において行う事務

に加えるための改正でございます。 

  議案第２号 河南町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。

後期高齢者医療と同じく、国の財政支援が決定されたことを受けまして、厚生労働省から市

町村等に対し、新型コロナウイルス感染症に感染した被用者に対する傷病手当金の支給を行

うことを検討する要請があり、本町でも傷病手当金の支給を行うための条例の改正でござい

ます。 

  次に、予算案件でございます。 

  議案第３号 令和２年度河南町一般会計補正予算（第１号）でございます。新型コロナウ

イルス感染症に関連する予算を計上しております。主なものといたしましては、国の補正予

算に計上されました１人10万円の特別定額給付金給付事業や、大阪府との連携による休業要

請支援事業、町独自の取組といたしまして、高齢者生活支援給付、町内事業者に対する休業

支援、小中学生の学校給食費の助成事業などについて予算を計上させていただくものでござ

います。 

  議案第４号 令和２年度河南町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）でございます。

新型コロナウイルス感染者などの対象者に支給する傷病手当金の予算を計上するものでござ

います。 

  議案第５号 令和２年度河南町水道事業会計補正予算（第１号）でございます。水道基本

料金を４か月間全額免除するための予算を計上させていただくものでございます。 
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  議案第６号 令和２年度河南町一般会計補正予算（第２号）でございます。議案第９号と

の関連により、当該議案の損害賠償額及び町の訴訟代理人に対する報酬を計上させていただ

くものでございます。 

  次に、その他案件でございます。 

  議案第７号 大阪広域水道企業団の共同処理する事務の変更及びこれに伴う大阪広域水道

企業団規約等の変更に関する協議についてでございます。大阪広域水道企業団が共同処理す

る事務に藤井寺市、大阪狭山市、熊取町及び河南町に係る水道事業の経営に関する事務を追

加すること並びにこれに伴う大阪広域水道企業団規約等の変更に関する協議をお願いするも

のでございます。 

  議案第８号 功労者の表彰についてでございます。14年の長きにわたり町の発展に尽力さ

れ、去る２月14日に亡くなられました故武田勝玄前河南町長を功労者として表彰するに当た

り、審査をお願いするものでございます。 

  議案第９号 和解及び損害賠償の額の決定についてでございます。大阪地方裁判所平成30

年（行ウ）第79号退職手当請求事件及び同第155号退職手当支給決定取消請求事件について、

大阪地方裁判所から協議勧告案の提示がありましたので、本町としても和解及び損害賠償額

の決定について提案するものでございます。 

  最後に、追加をお願いいたしました条例案件でございます。 

  議案第10号 河南町税条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。新型コロ

ナウイルス感染症緊急経済対策における税制上の措置として、地方税法等の一部を改正する

法律等が令和２年４月30日に公布されたことに伴うもので、主なものといたしましては、生

産性革命の実現に向けた固定資産税の特例措置の拡充・延長、軽自動車税環境性能割の軽減

措置の延長、徴収の猶予制度の特例、イベント中止等をした主催者に対する払戻し請求権を

放棄した者への寄附金控除の適用に係る対応、住宅ローン控除の適用年の延長等でございま

す。 

  詳細につきましては後ほど担当者からご説明いたしますので、よろしくご審議賜り、ご可

決くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小山彬夫） 

  町長の挨拶が終わりました。 

  お諮りいたします。 

  日程第４ 議案第８号 功労者の表彰については、会議規則第39条第３項の規定により、
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委員会付託を省略し、本会議において全体審議することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声起こる〕 

○議長（小山彬夫） 

  ご異議なしと認めます。よって、議案第８号は本会議において全体審議することに決しま

した。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  日程第４ 議案第８号 功労者の表彰についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  森田町長。 

○町長（森田昌吾）（登壇） 

  それでは、提案理由の説明をさせていただきます。 

 

    議案第８号 

功労者の表彰について 

次の者を功労者として表彰したいので、河南町表彰条例第４条により議会の審査に

付す。 

      令和２年５月８日提出 

                             河南町長 森 田 昌 吾 

 

  氏名、故武田勝玄、生年月日、昭和25年８月１日、住所、河南町大字中909番地、推薦理

由でございますが、故武田勝玄氏は、平成18年４月に河南町長に就任されました。以降、令

和２年２月14日にお亡くなりになるまでの間、連続４期、およそ14年間の長きにわたり在職

し、河南町の地方自治発展に寄与され、旭日雙光章・従六位を受章されております。住民の

安全・安心、教育・子育て、全世代型福祉など数々の施策に寝食を惜しんで東奔西走し、心

血を注いでおられました。「住みたいまち、住み続けたいまち」を目指し、常に住民第一に

諸課題に対して迅速果敢に真っ向から立ち向かい、教育、文化、福祉の向上に尽力した功績

は絶大であります。 

  以上をもって、武田勝玄氏を功労者として表彰したいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 
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○議長（小山彬夫） 

  提案理由の説明が終わりました。 

  表彰案件でありますので、質疑、討論を終結したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声起こる〕 

○議長（小山彬夫） 

  異議がないようでございますので、質疑、討論を終結します。 

  これより採決を行います。 

  本案を原案どおり承認することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛 成 者 起 立〕 

○議長（小山彬夫） 

  起立全員と認めます。よって、本案は原案どおり承認されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  日程第５ 行政報告を議題といたします。 

  報告第１号 令和２年専決第２号 令和元年度河南町一般会計補正予算（第６号）から報

告第３号 令和２年専決第４号 河南町税条例等の一部を改正する条例の制定についてまで

の３件の行政報告を求めます。 

  順次説明をお願いしますが、３件の報告が終わった後に質疑をお受けいたします。 

  渡辺部長。 

○総務部長（渡辺慶啓）（登壇） 

  それでは、報告第１号について説明をさせていただきます。議案書のほうをお開きただき

たいと思います。 

 

    報告第１号 

専決処分の報告について 

地方自治法第180条第１項の規定により、議会において指定されている事項につい

て、別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定に基づきこれを報告する。 

      令和２年５月８日提出 

                             河南町長 森 田 昌 吾 
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  それでは、補正予算書をご覧いただきたいと思います。 

  ５ページをお開きいただきたいと思います。 

 

    専決第２号 

令和元年度河南町一般会計補正予算（第６号） 

令和元年度河南町一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ311万７千円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ67億4,316万１千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

本予算は、地方自治法第180条第１項の規定により専決する。 

      令和２年３月13日 

                          河南町長職務代理者 

                           河南町副町長 森 田 昌 吾 

 

  めくっていただきまして、６ページから７ページでございます。 

  第１表、歳入歳出予算補正です。 

  まず、歳入でございます。 

  （款）地方交付税、（項）地方交付税で311万７千円の追加。 

  歳入合計で311万７千円を追加し、補正後、67億4,316万１千円とするものでございます。 

  続きまして、７ページの歳出でございます。 

  （款）総務費、（項）選挙費で311万７千円の追加。 

  歳出合計で311万７千円を追加し、補正後、67億4,316万１千円とするものでございます。 

  次に、歳入歳出補正予算事項別明細書に基づいて説明をさせていただきます。 

  まず、11ページをお開きください。 

  歳入、（款）地方交付税、（項）地方交付税、（目）地方交付税ですが、今回の補正予算

で不足する財源の補塡といたしまして、普通交付税311万７千円を計上させていただくもの

で、補正後の予算額は18億5,080万５千円となります。 

  次に、めくっていただきまして、12ページの歳出でございます。 
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  （款）総務費、（項）選挙費、（目）町議会議員選挙費311万７千円の追加でございます。 

  （節）報酬で、選挙立会人兼開票立会人の報酬といたしまして８万５千円の追加。 

  （節）職員手当等で、時間外勤務手当で52万３千円、管理職特別勤務手当で７万２千円の

追加。 

  続きまして、（節）需用費でございますが、消耗品で20万３千円、印刷製本費で79万６千

円、修繕料で２万円でございます。 

  続きまして、（節）役務費で郵便料といたしまして27万７千円、投票用紙の自動交付機等

点検手数料といたしまして５万８千円。 

  （節）委託料で選挙公報配布業務委託料として18万５千円、選挙ポスターの掲示場設置委

託料といたしまして63万２千円。 

  （節）負担金補助及び交付金といたしまして、指定施設内の不在者投票執行経費負担金と

して15万８千円を追加するものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、一般会計補正予算（第６号）の報告とさせていただきます。 

  引き続きまして、報告第２号の報告をさせていただきます。 

 

    報告第２号 

専決処分の報告について 

地方自治法第180条第１項の規定により、議会において指定されている事項につい

て、別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定に基づきこれを報告する。 

      令和２年５月８日提出 

                             河南町長 森 田 昌 吾 

 

  それでは、補正予算書をご覧いただきたいと思います。 

  ５ページをお開きください。 

 

    専決第３号 

令和元年度河南町一般会計補正予算（第７号） 

令和元年度河南町一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の
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歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

（地方債の補正） 

第２条 地方債の変更は、「第２表地方債補正」による。 

本予算は、地方自治法第180条第１項の規定により専決する。 

      令和２年３月31日 

                             河南町長 森 田 昌 吾 

 

  めくっていただきまして、６ページから７ページでございます。 

  第１表、歳入歳出補正でございます。 

  まず、歳入でございます。 

  （款）地方譲与税、（項）地方揮発油譲与税で149万６千円の減額。 

  （項）自動車重量譲与税で13万２千円の追加。 

  （項）森林環境譲与税で７万４千円の減額。 

  （款）利子割交付金、（項）利子割交付金で109万３千円の減額。 

  （款）配当割交付金、（項）配当割交付金で139万６千円の追加。 

  （款）株式等譲渡所得割交付金、（項）株式等譲渡所得割交付金で231万３千円の減額。 

  （款）ゴルフ場利用税交付金、（項）ゴルフ場利用税交付金で127万６千円の減額。 

  （款）自動車取得税交付金、（項）自動車取得税交付金で４千円の追加。 

  （款）地方交付税、（項）地方交付税で１億9,420万４千円の追加。 

  （款）交通安全対策特別交付金、（項）交通安全対策特別交付金で18万７千円の追加。 

  （款）府支出金、（項）府補助金で1,870万円の追加。 

  （款）繰入金、（項）基金繰入金で２億1,841万９千円の減額。 

  （款）町債、（項）町債で600万円の追加。 

  （款）環境性能割交付金、（項）環境性能割交付金で404万８千円の追加。 

  歳入合計につきましては、補正後の増減はございませんので、補正後の予算額につきまし

ても同額の67億4,316万１千円とするものでございます。 

  次に、めくっていただきまして、８ページの歳出でございます。 

  （款）教育費、（項）中学校費、（項）保健体育費につきましては、共に財源更正でござ

います。 

  歳出につきましても補正額の増減はございませんで、補正後も同額の67億4,316万１千円
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でございます。 

  続きまして、９ページ、第２表、地方債補正でございます。 

  地方債の変更でございまして、中学校大規模改造事業につきましては、地方債のメニュー

の変更により充当率が増となったことから、地方債を追加、変更するものでございます。 

  次に、歳入歳出補正予算事項別明細書に基づいて説明をさせていただきます。 

  （款）地方譲与税、（項）地方揮発油譲与税、（目）地方揮発油譲与税につきましては、

149万６千円の減額で、３月の交付金額の確定により減額をしております。 

  続きまして、（款）地方譲与税、（項）自動車重量譲与税、（目）自動車重量譲与税につ

きましても、３月交付金額の確定により増額をさせていただいています。 

  （款）地方譲与税、（項）森林環境譲与税、（目）森林環境譲与税につきましても、３月

の交付金額の確定により補正するものでございます。 

  （款）利子割交付金、（項）利子割交付金、続きまして（款）配当割交付金、（項）配当

割交付金、めくっていただきまして（款）株式等譲渡所得割交付金、（項）株式等譲渡所得

割交付金、（款）ゴルフ場利用税交付金と（款）自動車取得税交付金までも、交付金額の確

定により、それぞれ増減をさせていただいております。 

  続きまして、（款）地方交付税、（項）地方交付税、（目）地方交付税で１億9,420万４

千円の追加です。地方交付税の確定を全額予算計上させていただいたものでございます。 

  （款）交通安全対策特別交付金、（項）交通安全対策特別交付金18万７千円につきまして

も、交付金の確定により増額をさせていただいております。 

  （款）府支出金、（項）府補助金、（目）教育費府補助金といたしまして1,870万円の追

加、大阪府の市町村振興補助金1,870万円の交付を受けまして、学校給食事業に充当するも

のでございます。 

  （款）繰入金、（項）基金繰入金、（目）財政調整基金繰入金で２億1,841万９千円の減

額、各種交付金、交付税の確定により財源が確保できた部分に、その分、基金繰入金を減額

するものでございます。 

  （款）町債、（項）町債、（目）教育債として600万円の追加、中学校の大規模改造事業

の起債の増でございます。 

  （款）環境性能割交付金、（項）環境性能割交付金、（目）環境性能割交付金で404万８

千円の追加、こちらにつきましても交付金の確定によるものでございます。 

  めくっていただきまして、歳出でございます。 
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  16ページでございます。 

  （款）教育費、（項）中学校費、（目）学校建設費、補正額は０円でございます。財源更

正でございます。 

  続きまして、（款）教育費、（項）保健体育費、（目）学校給食費、補正額は０円でござ

います。こちらにつきましても1,870万円の財源更正でございます。 

  以上、簡単でございますが、一般会計補正予算（第７号）の報告とさせていただきます。 

  ここで説明員を交代させていただきます。 

○議長（小山彬夫） 

  上野部長。 

○住民部長（上野文裕）（登壇） 

  続きまして、 

 

    報告第３号 

専決処分の報告について 

地方自治法第180条第１項の規定により、議会において指定されている事項につい

て、別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定に基づきこれを報告する。 

      令和２年５月８日提出 

                             河南町長 森 田 昌 吾 

 

  めくっていただきまして、令和２年河南町条例第７号 河南町税条例等の一部を改正する

条例でございます。改正条文につきましては、議案資料の新旧対照表でご説明を申し上げま

す。 

  議案資料の１ページをお願いいたします。 

  今回の改正につきましては、地方税法等の一部を改正する法律などが令和２年３月31日に

公布され、その一部が令和２年４月１日に施行されたことに伴いまして、３月31日付で専決

処分し、必要な条項について所要の改正を行ったものでございます。 

  それでは、まず第１条関係でございます。 

  第36条の３の２は、個人の町民税に係る給与所得者の扶養親族申告書の改正でございます。

未婚の独り親に対しまして、公平な税制を実現する観点から、離婚歴の有無や性別に関わら

ず、生計を一にする子を有する単身者について、いわゆる独り親控除が新たに創設されまし
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た。これに伴いまして個人住民税の人的非課税措置が見直されまして、給与所得者が勤務先

に提出する扶養親族申告書の様式中、これまで単身児童扶養者に該当する場合は申告を必要

としていたものが改められたことによるものでございます。 

  次に、第36条の３の３は、給与所得者と同様に、公的年金等受給者についても日本年金機

構等に提出する扶養親族申告書の単身児童扶養者が改められたことに伴うものでございます。 

  めくっていただきまして、２ページの第48条は、租税特別措置法の一部改正に伴う条ずれ

でございます。 

  次に、第54条でございます。近年、所有者不明土地等が全国的に増加し、所有者情報の円

滑な把握や課税の公平性の確保の観点から、その対応が課題となっております。現行法では、

固定資産税の納税義務者は原則として登記上の所有者となっており、死亡している場合は現

に所有している者が新たな納税義務者となります。しかしながら、相続登記がされない事例

も多く、迅速適正な課税に支障を来しているところでございます。 

  今回の改正では、市町村が住民基本台帳や戸籍、その他関係者に対して調査を尽くしても

なお所有者が一人も明らかとならない場合には、使用者を所有者とみなして固定資産税台帳

に登録し、固定資産税を課すことができるようにするもので、３ページの第５項は、あらか

じめその旨を使用者に通知した上で、使用者を所有者とみなして課することができるという

規定でございます。 

  なお、第４項では、震災等の事由によって所有者が不明の場合に使用者を所有者とみなし

て課税できる規定があり、この場合にも、あらかじめ使用者に通知を行うという規定が加え

られました。 

  そのほか、第２項から第８項にかけて、地方税法の改正に伴う字句や項ずれの改正を行っ

ております。 

  めくっていただきまして、次に５ページの第61条及び６ページの第61条の２は、地方税法

の改正に伴う引用条項の改正でございます。 

  次に、第74条の３は、地方税法第384条の３の規定が新たに設けられたことに伴い、登記

簿上の所有者が死亡し相続登記がされるまでの間におきまして、現に所有する者に対し、条

例で定めるところにより、現所有者であることを知った日の翌日から三月を経過した日まで

に、住所や氏名など必要な事項を町長に申告させることができるようになったものでござい

ます。 

  第75条は、字句の改正及び第74条の３の申告を正当な理由がなく行わなかった場合の過料
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について加えるものでございます。 

  次に、７ページの第96条は、輸出等に係る手続が簡素化されたことに伴うものでございま

す。通常、製造たばこを海外へ輸出などをする場合、たばこ税が免除されますが、その適用

を受けるためには、卸売販売業者などが都道府県や市町村に提出する申告書に、課税免除事

由に該当することを証するに足りる書類を添付する必要がありました。今回の改正では、卸

売販売業者などにおいて、その書類の保存を前提に申告書の添付を不要とするなど手続の簡

素化が図られたことによりまして、第２項及び第３項が改められたものでございます。 

  また、第98条は、第96条の改正に伴う条項のずれでございます。 

  めくっていただきまして、次に８ページの第131条は、先ほどの固定資産税の条項の改正

に伴う条ずれに伴うものでございます。 

  附則第６条及び第７条の３の２は、改元に伴うものでございます。 

  ９ページの第８条につきましては、改元及び特例措置の適用期間が３年延長されたことに

伴うものでございます。 

  第10条は、字句の訂正でございます。 

  めくっていただきまして、10ページの第10条の２は、固定資産税のいわゆるわがまち特例

でございます。第２項から11ページの第23項までは法改正により条項のずれが生じたもので

ございますが、第24項で、新たに浸水被害軽減地区の指定を受けた土地に係る課税標準の特

例措置が創設されました。これは、近年、気候変動の影響などで自然災害の頻発化、激甚化

が顕著になっていることから、水防法上の浸水被害軽減地区の指定を受けた土地の所有者に

対しまして、当該土地に係る固定資産税の課税標準を、最初の３年間は価格の３分の２を参

酌し、２分の１以上６分の５以下の範囲で市町村の条例で定める割合を乗じた額とするもの

で、ここでは国の参酌基準と同じ３分の２とするものでございます。 

  めくっていただきまして、12ページの第11条から14ページの第15条までは、改元及び字句

の修正に伴うものでございます。 

  次に、15ページの第17条の２は、改元及び特例期間が３年延長されたことに伴うものでご

ざいます。 

  めくっていただきまして、16ページの第23条は改元に伴うものでございます。 

  次に、17ページの第２条関係でございますが、令和元年河南町条例第５号の一部を改正す

るものでございます。先ほど、第１条においてご説明申し上げた単身児童扶養者の改正など

に伴うものでございます。 
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  めくっていただきまして、18ページの附則でございます。 

  第１条といたしまして、この条例は令和２年４月１日から施行いたします。第２条では町

民税に関する経過措置、第３条では固定資産税に関する経過措置を規定しております。 

  めくっていただきまして、20ページから22ページ、附則第４条でございますが、平成27年

河南町条例第15号の一部を改正するものでございます。全て改元に伴うものでございます。 

  次に、23ページの附則第５条関係でございますが、平成29年河南町条例第３号の一部を改

正するものでございます。全て改元に伴うものでございます。 

  めくっていただきまして、24ページから30ページの附則第６条関係でございますが、平成

30年河南町条例第12号の一部を改正するものでございます。全て改元に伴うものでございま

す。 

  次に、31ページの附則第７条関係でございますが、平成31年河南町条例第12号の一部を改

正するものでございます。改元に伴うものでございます。 

  以上、報告とさせていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小山彬夫） 

  行政報告が終わりました。 

  これより質疑をお受けします。 

  まず、報告第１号 令和２年専決第２号 令和元年度河南町一般会計補正予算（第６号）

について質疑をお受けします。 

  中川議員。 

○８番（中川 博） 

  議案書の12ページ、町議会選挙費のところですけれども、同時に町長選挙も行われたと思

うんです。その中で、町長選挙と町議会選挙で予算の部分で重なっている部分はどこかとい

うのをまずお示ししていただきたいと思います。 

○議長（小山彬夫） 

  渡辺総務部長。 

○総務部長（渡辺慶啓） 

  町長選挙費のほうにつきましては、亡くなられてすぐに専決をさせていただいて、３月定

例会議で報告をさせていただいておりまして、町長選挙費で組ませていただいた予算、町議

会選挙費で組ませていただいた予算につきましてはそれぞれ執行が違いますので、同時に発

注している部分はあります。例えばポスター掲示場であったり、そういうのは同じ業者に同
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時に発注をかけさせていただいて、それぞれの執行をしていると。投票用紙というのも、こ

れは無投票になるか分からないんで、同時に発注をさせていただいて、それぞれの予算科目

から執行させていただいているというような状況になっております。 

○議長（小山彬夫） 

  中川議員。 

○８番（中川 博） 

  重なっている部分はないわけですか。例えば、報酬の部分で選挙立会人兼開票立会人報酬、

また職員の時間外勤務手当52万３千円とか職員管理職特別手当７万２千円等、それと、投票

用紙の自動交付機等の点検手数料５万８千円等、これは町議会選挙だけに関係する予算とい

うことで理解していいわけですか。 

○議長（小山彬夫） 

  渡辺総務部長。 

○総務部長（渡辺慶啓） 

  まず、町長選挙費のところで大体600万円から700万円を専決させていただいて、それにお

いて、時間外であったり選挙立会人の人数はまずそこで一旦確定させていただいて、そこに

付随して町議会議員選挙を実施するに当たって、改めて選挙立会人が追加されたり時間外が

増えるであろうという金額の部分を追加で上程させていただいているんで、総額が311万７

千円となっているというふうにご理解いただければ結構だと思います。 

○議長（小山彬夫） 

  中川議員。 

○８番（中川 博） 

  ということは、今回の町議会議員選挙、先ほど一番に挨拶がありましたように、無投票に

なりましたね。そういう意味で、いろんな部分で経費等は削減されると思うんですけれども、

予算では上がっているけれども決算ベースでは減るということで理解していいわけですか。 

○議長（小山彬夫） 

  渡辺総務部長。 

○総務部長（渡辺慶啓） 

  今回の専決予算で町議会議員選挙費で執行させていただいた金額はおよそ90万円程度、ポ

スター掲示場であったり、そういった分で今90万円程度の執行となっております。 

  以上です。 
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○議長（小山彬夫） 

  中川議員。 

○８番（中川 博） 

  調整されるということで理解していいわけですね。分かりました。 

○議長（小山彬夫） 

  ほかに。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小山彬夫） 

  ないようでございますので、質疑を終結します。 

  続いて、報告第２号 令和２年専決第３号 令和元年度河南町一般会計補正予算（第７

号）について質疑をお受けします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小山彬夫） 

  ないようでございますので、質疑を終結いたします。 

  続いて、報告第３号 令和２年専決第４号 河南町税条例等の一部を改正する条例の制定

について質疑をお受けいたします。 

  谷議員。 

○５番（ 谷 武） 

  所有者不明土地等の固定資産税についてちょっとお尋ねします。 

  所有者不明はえらい問題で、今、全国では九州ぐらいの土地が所有者不明、20年後には北

海道ぐらいの土地が所有者不明になります。公共事業の妨げとか再開発の妨げといろいろあ

るけれども、これ、登記は義務づけられていない、何でこういうことが起こったのかという

たら、相続人がいないとか相続人が決まらない、それで名義を変更していないというような

形でこないなっていっておる。そこで使用者を所有者とみなすと決定した場合、今度は登記

の場合、いろいろ相続でもめごとをしておる、何々しておる。そしたら使用者がほんまに固

定資産税を払うたら自分のものになると思い込むわね、これ、かなりね。そういうことから

して、決定するんやけれども、こういう土地は河南町に大分あるんかな。公共事業とか道を

つけたりするときには必ずそんなのが出てくるか分からんけれども、どのぐらいあるのか、

ちょっと先にお聞かせ願えますか。 

○議長（小山彬夫） 
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  上野住民部長。 

○住民部長（上野文裕） 

  所有者不明の土地や家屋について、河南町では平成31年度課税の固定資産税では３件あり

ます。いずれも所有者が死亡しておりまして、うち１件は相続人が全員相続放棄の手続を取

っておられます。また１件は、調査の結果、一部の相続人が相続放棄の手続を取っておりま

すが、戸籍等で調査の結果、まだ手続をしていない相続人もおりまして、現在、書面で確認

をしております。あともう一件は、親族間で相続についてもめているとのことでありまして、

相続放棄の手続はされていないことから文書で連絡を現在取っているところでございます。 

  以上、この３件でございます。 

○議長（小山彬夫） 

  谷議員。 

○５番（ 谷 武） 

  分かっている件数で３件と。こないして公共事業で何かする、それで再開発で何かする場

合はもっと出てくるはずや、こういうのは。今３件で、これが相続人がもめている、兄弟が

多くてもめている、その場合は今使用している者が固定資産税を払う。条例で決まってある

から、条例で決まった固定資産税を払っているんやから俺のものやという人も出てくるか分

からんけれども、そういう対応をどうするんかというのと、民法では、たしか知らんとその

土地をずっと使うていたら10年で自分のものになる。知っていてずっとやっていたら20年で

自分のものになる。そしたら、これは知っていて20年、知らんとあれして、それに町が固定

資産税をそこへ打っていったら、ほんまにこれ、20年たったら、悪いやつやったら自分のも

のにしてしまうというようにも伴う。 

  所有者不明の土地で６兆円か７兆円ぐらいは税金を損しているというのはもうかなり出た

んやけれども。それを本当に、これは法律で決まってあるんやけれども、条例で決めて、河

南町へ言うてくるわね、固定資産税を打ってきているんやから俺のものやというのを。そう

いう対応もちょっと考えておかなあかん。これは空き家を放置しておる人の抑制にもなると

いうようなことを言われているんやけれども、今のところ、そこらまで考えて窓口で対応し

やなあかんよってに、そこらのことはよく把握しているんかなと、ちょっともう一遍お尋ね

します。 

○議長（小山彬夫） 

  福瀬課長。 
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○住民部副理事兼税務課長（福瀬 一） 

  まず、相続人がもめている場合に使用している者について、今回納付することができると

いう規定でございますけれども、現行、先ほど部長が申し上げましたように３軒ございます。

実際、所有者が今そこに住んでいるのは１軒でございます。その１軒は相続放棄を全員取っ

ている形ですので、これについてはやる方向で考えておりますけれども、残り２軒について

は、今まだ空き家でございまして調査中でございまして、まだ相続人の方と連絡を取ってい

る途中でございますので、すぐにするということはまだ考えておりません。 

  それから、民法との関係でございますけれども、これはあくまでも固定資産税の納付の関

係のことでございまして、仰せのとおり、民法のほうはそれぞれ年数の規定がございます。

あくまでも、することができるという規定ですので、これをすぐにするかどうかというのは、

ちょっとまたいろいろケース、ケースに応じて慎重に取り組んでまいりたいというふうに考

えております。 

  それから、空き家の関係でございます。税務課は直接の担当課じゃないんですけれども、

固定資産税の納付書の中に周知するような文章を関係課のほうからの依頼に基づいて入れて

おりまして、納税義務者の方に対して周知を図っております。 

  以上でございます。 

○議長（小山彬夫） 

  谷議員。 

○５番（ 谷 武） 

  分かったような分からんようなのやけれども、というのは、これ、相続とか登記とか、登

記しやんでもいいんやから義務はないねん、登記する義務は。義務をちゃんとしてくれてか

らこれをやってくれたら割とましやけれども、登記する義務がないところでこないしてやっ

ていったら、窓口をしている者が一番かなわんねん。相続をもめているところで固定資産税

を使用者が払うていると。そしたら町側に、固定資産税を払うてるんやから俺やというて、

もめごとに窓口の人がそんなの言われた場合にかなわんよって、その窓口対応をちゃんとし

やなあかんよと言うていることやからね、結論的には。そういうことを踏まえて、窓口では

これをやるんやったら難しいよってに、かなり。窓口対応としてそういう対応をちゃんとし

てしやなあかんということをいろいろ事前に考えておいてやらな、巻き込まれたら大変やか

らね。 

  これ、不動産屋も難儀するんやんか、もらいに行くの、判こを。一番ネックのところをや
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ってしもうているから、そこだけちゃんと窓口の人はやってください。 

○議長（小山彬夫） 

  答えは要りますか。 

○５番（ 谷 武） 

  要らん。 

○議長（小山彬夫） 

  ほかに。 

  力武議員。 

○７番（力武 清） 

  同じように、新旧対照表の３ページなんですけれども、４条、５条に関わっての空き地、

空き家の分で、今、 谷議員が言われたように、まだこの規定は所有者とみなすということ

で、使用者がいてはる場合はこういう事務処理ができるわけですよ。ただ問題なのは、使用

者もおらへんと、いろんな事情で。亡くなったり財産放棄したり、そうした場合はどうしは

るんかということなんですけれども、それをお聞きしたいと思います。 

○議長（小山彬夫） 

  上野住民部長。 

○住民部長（上野文裕） 

  まず、納税義務者が死亡された場合、先ほど 谷議員からも言われまして、相続登記がさ

れない場合、新たな納税義務者となる現に所有している者にまず課税を我々はするわけなん

ですが、それを調査していくのにすごく多大な時間と労力を要しているわけなんです。そう

いった課税に多大な支障が生じているから、今回、調査をしても明らかとならなかったとき

は、その資産を使用収益している者が存在する場合、あらかじめ使用者に通知を行った上で

使用者を所有者とみなして課税することができることとなったわけなんです。実際、誰も次

の相続人がおられなくて相続放棄もされたといった場合に、そういった議員ご指摘の問題が

生じてくるのは事実であると考えております。そこは、我々としたら調査は尽くして、その

上での判断になると思いますので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（小山彬夫） 

  力武議員。 

○７番（力武 清） 

  ご理解しようがないから聞いているんであって、まだ法務局に空き地や家が登記されてい
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る分やったら、追いかけたら分かることや。それは今でもやっていることやんか。しかし、

使用者とみなす、それで使用者がいてはる場合はいいと。僕が聞いているのは、使用者もい

てはらへんという空き地、空き家、特に空き家です。そういうケースもあると思うんですよ。

そういう場合は、使用者もいないとどうしはるんですかというのを、次のことを考えておか

なあかんと。今は事務的にこういうことはできるようになったけれども、結局、課税しても

もらわれへんという形になってしまいますやんか。その際にどうしはりますんやということ

ですわ、僕が聞きたいのは。 

○議長（小山彬夫） 

  上野住民部長。 

○住民部長（上野文裕） 

  すみません。まず、今、議員ご指摘の相続人が全くいない場合、このときには、民法の規

定によりまして、利害関係人や検察官の請求によりまして家庭裁判所が相続財産管理人を選

任いたしまして、相続人の捜索後、特別縁故者の有無を調査の上、また、その上でいずれも

不在の場合は、最終的には国庫の帰属となります。 

  以上です。 

○議長（小山彬夫） 

  力武議員。 

○７番（力武 清） 

  最終的には国庫にいくのは分かっていますよ。しかし、最大限この規定をした以上は課税

するわけですよね。課税して最大限固定資産税を徴収するという目的で、これは課税されて

いるわけでしょう。だから、 谷議員も言われたように、税務課の職員が相当エネルギーを

使うなという規定を自ら課しているわけですよ。そこのところのプロセスを、一定期間例え

ば決めて、これだけ努力したと。しかし、調査もし、使用者も分からへんということになっ

たときの期間はどれくらいなのかということも決めておかないとあかんのと違いますかとい

うことを言うておきたい。その辺の考えはどうですか。 

○議長（小山彬夫） 

  福瀬課長。 

○住民部副理事兼税務課長（福瀬 一） 

  具体的に今、期間でございます、そういうのをちょっと国等から示されておりませんので、

ちょっとお答えしかねるんですけれども、現在、該当するような要件が先ほど部長が申し上
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げましたようにございまして、おっしゃるとおり、戸籍等の調査、相続人の関係の照会等、

かなり手間をかけてやっている状況でございます。ただ、こちらといたしましては、まだ件

数も少ないこともあって、何とかいけるところまでいこうということで頑張っておりまして、

今回こういう制度ができましたので、その辺につきましては関係団体等とも歩調を合わせま

して、また検討してまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（小山彬夫） 

  ほかに。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小山彬夫） 

  ないようでございますので、質疑を終結します。 

  ここで11時15分まで休憩をいたします。 

休   憩（午前１１時０６分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再   開（午前１１時１７分） 

○議長（小山彬夫） 

  休憩前に引き続き会議を再開します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  日程第６ 選任第１号 福祉文教常任委員会委員の選任についてから日程第９ 推薦第１

号 河南町都市計画審議会委員の推薦についてまでの４件は、欠員となっておりました委員

の選任及び推薦を行うもので、この４件については、会議規則第37条の規定により、一括議

題とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声起こる〕 

○議長（小山彬夫） 

  異議なしと認めます。よって、以上４件を一括議題とすることに決しました。 

  日程第６ 選任第１号 福祉文教常任委員会委員の選任を委員会条例第７条第２項の規定

により行います。 

  お諮りします。 

  河合議員を指名したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 
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〔「異議なし」の声起こる〕 

○議長（小山彬夫） 

  ご異議なしと認めます。よって、指名のとおり選任することに決しました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  次に、日程第７ 選任第２号 小学校問題及び公共施設再編整備計画調査特別委員会委員

の選任を委員会条例第７条第２項の規定により行います。 

  お諮りします。 

  河合議員を指名したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声起こる〕 

○議長（小山彬夫） 

  異議なしと認めます。よって、指名のとおり選任することに決しました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  次に、日程第８ 選任第３号 河南町政治倫理に関する特別委員会委員の選任を委員会条

例第７条第２項の規定により行います。 

  お諮りします。 

  河合議員を指名したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声起こる〕 

○議長（小山彬夫） 

  異議なしと認めます。よって、指名のとおり選任することに決しました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  次に、日程第９ 推薦第１号 河南町都市計画審議会委員の推薦を行います。 

  お諮りします。 

  河合議員を指名したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声起こる〕 

○議長（小山彬夫） 

  異議なしと認めます。よって、指名のとおり推薦することに決しました。各部局へ報告し

ます。 
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  ただいま 谷議員から議会運営委員会委員の辞任の申出がございました。 

  お諮りします。 

  谷議員の議会運営委員会委員の辞任についてを日程に追加し、直ちに議題とすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声起こる〕 

○議長（小山彬夫） 

  異議なしと認めます。したがって、 谷議員の議会運営委員会委員の辞任についてを日程

に追加し、直ちに議題とすることに決しました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  追加日程第１ 谷議員の議会運営委員会委員の辞任についてを議題とします。 

  地方自治法第117条の規定により、 谷議員の除斥を求めます。 

〔 谷武議員 除斥〕 

○議長（小山彬夫） 

  お諮りします。 

  谷議員の議会運営委員会委員の辞任について、許可することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声起こる〕 

○議長（小山彬夫） 

  異議なしと認めます。したがって、 谷議員の議会運営委員会委員の辞任について許可す

ることに決定しました。 

  ここで 谷議員の除斥を解きます。 

〔 谷武議員 復席〕 

○議長（小山彬夫） 

  ただいま議会運営委員会委員の辞任について許可されましたことを 谷議員にお伝えいた

します。 

  ただいま浅岡議員から議会運営委員会委員の辞任の申出がございました。 

  お諮りします。 

  浅岡議員の議会運営委員会委員の辞任についてを日程に追加し、直ちに議題とすることに

ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声起こる〕 



－31－ 

○議長（小山彬夫） 

  異議なしと認めます。したがって、浅岡議員の議会運営委員会委員の辞任についてを日程

に追加し、直ちに議題とすることに決定しました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  追加日程第２ 浅岡議員の議会運営委員会委員の辞任についてを議題とします。 

  地方自治法第117条の規定によって、浅岡議員の除斥を求めます。 

〔浅岡正広議員 除斥〕 

○議長（小山彬夫） 

  お諮りいたします。 

  浅岡議員の議会運営委員会委員の辞任について、許可することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声起こる〕 

○議長（小山彬夫） 

  異議なしと認めます。したがって、浅岡議員の議会運営委員会委員の辞任について許可す

ることに決定しました。 

  ここで浅岡議員の除斥を解きます。 

〔浅岡正広議員 復席〕 

○議長（小山彬夫） 

  ただいま議会運営委員会委員の辞任について許可されましたことを浅岡議員にお伝えいた

します。 

  お諮りします。 

  谷議員、浅岡議員の委員辞任に伴い、議会運営委員会の委員が２人欠員となりました。

直ちに議会運営委員会委員の選任についてを日程に追加し、議題としたいと思いますが、ご

異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声起こる〕 

○議長（小山彬夫） 

  ご異議なしと認めます。よって、日程に追加し、議題とすることに決しました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  追加日程第３ 選任第４号 議会運営委員会委員の選任についてを議題といたします。 
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  委員会条例第７条第２項の規定により、議会運営委員会委員の選任を行います。 

  お諮りします。 

  議会運営委員会委員に福田議員、河合議員の２人を指名したいと思いますが、これにご異

議ございませんか。 

〔「異議なし」の声起こる〕 

○議長（小山彬夫） 

  ご異議なしと認めます。よって、指名のとおり選任することに決しました。 

  ここで、副委員長の互選を願うために暫時休憩とします。 

休   憩（午前１１時２４分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再   開（午前１１時２５分） 

○議長（小山彬夫） 

  休憩前に引き続き会議を再開します。 

  副委員長の互選の結果が議長にございましたので、報告します。 

  副委員長に野村議員と決まりました。大役よろしくお願いをいたします。 

  ただいま大門議員から広報特別委員会の委員の辞任の申出がございました。 

  お諮りします。 

  大門議員の広報特別委員会委員の辞任についてを日程に追加し、直ちに議題とすることに

ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声起こる〕 

○議長（小山彬夫） 

  異議なしと認めます。したがって、大門議員の広報特別委員会委員の辞任についてを日程

に追加し、直ちに議題とすることに決定しました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  追加日程第４ 大門議員の議会広報特別委員会委員の辞任についてを議題とします。 

  地方自治法第117条の規定により、大門議員の除斥を求めます。 

〔大門晶子議員 除斥〕 

○議長（小山彬夫） 

  お諮りいたします。 
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  大門議員の広報特別委員会委員の辞任について、許可することにご異議ございませんか。 

〔「異議あり」の声起こる〕 

○議長（小山彬夫） 

  今、佐々木議員より異議ありが出ましたけれども、議員の皆様、いかがですか。 

  力武議員。 

○７番（力武 清） 

  広報特別委員会は、長年、議会の媒体として住民の皆さんにお届けする重要な媒体であり

ます。大門議員がなぜ議員の任期途中で辞められるのか、会派の構成も変わったというのは

分かりますけれども、やはり大門議員の経験と知識は、広報委員会として重要な役割を担っ

ていただいています。そういう意味では、広報委員会の私は副委員長をやらせていただいて

いるんですけれども、やっぱり貴重な人材というか、キャリアが必要かなというふうに思っ

ておりますので、辞任については踏みとどまっていただいて、引き続き任期まで全うしてい

ただきたいというふうに思います。 

○議長（小山彬夫） 

  中川議員。 

○８番（中川 博） 

  異議ありが出ましたので、まず、辞められる理由は何かというのをちょっと……。例えば

体が本当に調子が悪くて辞めるとか、そういうご本人の個人的というか、どうしても辞めな

ければいけないような状況だったとしたら仕方ないことだと思うんですけれども、そうじゃ

なくて、今、力武議員が言われたように会派の構成だけでしたら、やはりもう任期も我々９

月までですから、ちゃんと引き続きやっていただいたほうがいいんじゃないかなと思います。

理由をちょっと聞きたいです。 

○議長（小山彬夫） 

  今、力武議員、中川議員からもう少し頑張ってほしいという声がありましたけれども。 

（「ちょっと私、会派の幹事長として一言」と呼ぶ者あり） 

○議長（小山彬夫） 

  野村議員。 

○３番（野村 守） 

  大門議員さんは、力武議員さんがおっしゃったように相当な経験と知識があるのは私も

重々承知しております。ただ、去年の12月３日の初日に大変な目に遭われて、それで今、こ
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れは大門議員さんの個人的な理由になるんですけれども、ちょっと前歯の治療に相当な日数

を要するということで、それで、広報委員を続けるに当たって広報委員会に迷惑をかけては

いけないということで辞任をされたいということで、私、幹事長としては聞いております。 

○議長（小山彬夫） 

  ほかに。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小山彬夫） 

  それでは、異議がありましたので、今、大門議員がけがをされて、その後遺症が残って、

なかなか思うようにいかないという辞任の一つの報告がありました。議長としまして、辞任

を許可することの採決を行います。 

  それでは、改めまして、起立でお願いいたします。 

  大門議員の辞任を許可することに賛成の方の起立をお願いします。 

〔賛 成 者 起 立〕 

○議長（小山彬夫） 

  賛成少数で、辞任することを否決されました。 

  以上でございます。 

  ここで大門議員の除斥を解きます。 

〔大門晶子議員 復席〕 

○議長（小山彬夫） 

  大門議員にお知らせします。広報特別委員会の辞任について許可することを否決されまし

たので、よろしくお願いしておきます。 

  お諮りいたします。 

  日程第10 議員提出議案第１号 町長、副町長及び教育長の給料、手当及び旅費に関する

条例の一部を改正する条例の制定についてから日程第19 議案第７号 大阪広域水道企業団

の共同処理する事務の変更及びこれに伴う大阪広域水道企業団規約等の変更に関する協議に

ついてまでの10件について、会議規則第39条第３項の規定により、委員会付託を省略し、本

会議において全体審議することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声起こる〕 

○議長（小山彬夫） 

  異議なしと認めます。よって、日程第10 議員提出議案第１号から日程第19 議案第７号
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までの10件について、本会議において全体審議することに決しました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  日程第10 議員提出議案第１号 町長、副町長及び教育長の給料、手当及び旅費に関する

条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  谷議員。 

○５番（ 谷 武）（登壇） 

 

    議員提出議案第１号 

      町長、副町長及び教育長の給料、手当及び旅費に関する条例の一部を改 

      正する条例の制定について 

町長、副町長及び教育長の給料、手当及び旅費に関する条例の一部を改正する条例

を別紙のとおり制定するものとする。 

      令和２年５月８日提出 

                      提出者 河南町議会議員  谷  武 

                      賛成者 河南町議会議員 河 合 英 紀 

                             〃    大 門 晶 子 

                             〃    野 村  守 

                             〃    佐々木 希 絵 

                             〃    福 田 太 郎 

                             〃    力 武  清 

                             〃    浅 岡 正 広 

 

  提案理由ですが、町長、副町長及び教育長の特別職における退職手当については、平成30

年１月16日の臨時会議において、総務建設常任委員会の提案により、賛成多数で可決され、

現在の条例となっております。現行条例は一般職と同様に在職年に応じて算定することにな

っていますが、現行条例による退職手当に関して、前武田町長が大阪地方裁判所に損害賠償

請求の訴えをなされて係争中であり、しかし、今般、前武田町長の死去に伴い大阪地方裁判

所から協議等勧告案が提示され、この協議等勧告案の趣旨に沿って条例を改正するものであ
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ります。具体的には、大阪府内の河南町以外の９町村の退職手当の額を参考に、在職年数に

応じて加算するものであります。 

  それでは、新旧対照表をお開きください。 

  第３条の２第１項をそのまま持続した上で、第２項を追加するものであります。町長につ

いては在職年１年につき100分の320を、副町長については在職年１年につき100分の170を、

教育長については在職年１年につき100分の120を加算するものであります。第３項について

は項ずれに伴う改正で、附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するものとしま

す。第２項で、町長退職手当の特例を規定し、前武田町長の退職手当について、改正後の条

例に基づく差額を支給するものとし、第３号では副町長の退職手当の特例を規定し、第４項

で支給日を５月31日とするものであります。 

  よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いいたします。 

○議長（小山彬夫） 

  提案理由の説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  加藤議員。 

○10番（加藤久宏） 

  平成29年12月議会から今日に至るまで、町長、副町長、教育長の退職手当に関する議題と

いうのはかなり頻繁に議論なされてきて現在に至っているところなんですが、今回、町長が

亡くなられたこと及び係争中の大阪地裁からの協議勧告案が出てきたことを踏まえて、近隣

の市町村の退職金を参考に今回条例提案されたというご説明がございましたので、それに関

して質問をまずさせていただきたいと思います。 

  この条例で支給されることになる前町長及び前副町長の退職手当の金額は実額お幾らにな

るのか、まずお伺いするのと、支払い金額を算定する上で、今ご説明がありました地裁から

の協議勧告案、近隣市町村の退職手当の額を参考にされたということですので、その辺の算

定額、ちなみにその妥当性に関してご説明いただきたいと思います。 

○議長（小山彬夫） 

  谷議員。 

○５番（ 谷 武） 

  お答えいたします。 

  まず、第１に退職手当の金額を申し上げます。 
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  前町長の退職手当については、附則第２項で定め、支払うものです。まず、附則第２項第

１号による平成26年４月から平成30年３月までの在職に係る退職金は1,227万7,440円になり

ます。既に支払われた額が292万3,200円、差額935万4,240円を支給します。次に、附則第２

号による平成30年４月から令和２年３月までの在職に係る退職金は614万8,800円、既に支払

った金額が151万２千円、差額463万6,800円の支給になります。 

  次に、副町長、附則第３項第１号による平成29年４月から令和２年３月までの在職に係る

退職金は549万9,900円、既に支払った金額が203万７千円、差額346万2,900円の支給になり

ます。 

  ２問目の根拠です。 

  何の根拠かと申しますと、大阪地方裁判所第５民事部裁判長と裁判官３名から、令和２年

３月３日付で協議等勧告案が出され、その勧告案と、また同じ職責を果たしている府内町村

を参考にして定めたものであります。 

  そして、妥当性です。給料や手当の条例には一般的には支給日が規定されていますが、一

般職の退職手当は退職日より１か月以内に支給すると定めています。その退職手当に関しま

しては、支給日は規定すべきと考えております。 

  10町村の平均値が1,262万977円となっていますので、それを参考にしたわけですけれども、

10町村の退職金は、島本町で1,600万円、豊能町で1,430万円、豊能町で1,500万円、忠岡町

で1,300万円、熊取町で870万円、田尻町で930万円、岬町で720万円、太子町で1,450万円、

千早赤阪村で1,440万円、こういう具合になっていますので、妥当と考えております。 

  以上。 

○議長（小山彬夫） 

  加藤議員。 

○10番（加藤久宏） 

  それぞれ条例案に係る場合の支払いと現行のベース、そして近隣の市町村のデータを参考

にというふうな形でおのおの数字の説明をいただいたわけですけれども、説明によりますと、

協議等勧告案について、その文言を考慮したというふうなご説明をいただきましたので、こ

の文言自体に忠実に従うと、読み上げさせていただきますけれども、原告の相続人に対して、

第１項の平成26年４月１日から平成30年３月31日までの間の原告の任期に関する退職手当の

未払い分につき、総額として、現実の支給額と被告の特別職報酬等審議会の平成30年３月15

日の答申結果を踏まえて算出した退職金との差額程度の金員の支払いを認めるというふうな
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内容でございまして、 谷議員おっしゃったとおり、条例案についていろいろ調べさせてい

ただきますと、いろいろと数字は違いますが、支払い結果としては全く同額でございますの

で、現行の退職手当の近隣の平均というよりは、報酬審議会の答申結果そのものの金額とず

ばり一致します。 

  ということで、妥当性については私も異論ございませんが、４期目の部分について、今回、

若干なりとも数字が、同様の第２項の文章と比べますと６万３千円増額していることに関す

る認識というのは持っておられるのかということに関して、まず追加でお聞きします。 

○議長（小山彬夫） 

  谷議員。 

○５番（ 谷 武） 

  お答えいたします。 

  報酬審議会の答申、これは全く参考にしておりません、私。報酬審議会はあくまで町長の

附属機関であり、答申は前武田町長に交付されたものであって、まだそれも表に一切出てお

りません。私も見ておりません。本来であれば新町長の下で改めて報酬審議会に諮っていた

だくべきと考えておるけれども、現行条例は総務建設常任委員会が提案したから、議員が主

導して改正したものであって、何ら報酬審議会は一切関係ないから。今、そないして質問で

報酬審議会と出すほうが議員としてはどうかなと。総務建設常任委員会で諮ったものを、そ

んなの一切、私はそれは全然やっていないというような答えです。 

  以上。 

○議長（小山彬夫） 

  加藤議員。 

○10番（加藤久宏） 

  しかしながら、協議等勧告案、実際これを読んで、それを考慮して今、数字を上げられた

とおっしゃったじゃないですか。ここに３月15日の答申を踏まえてというふうな文言も書い

てあります。そして、この答申案はホームページにも掲載されております。見事に数字が合

致するのに、考慮していないと本当に言えるのか、甚だ疑問です。 

  それはさておき、次に質問を変えさせていただきますけれども、５月31日までに支払うと

した期日の定めの妥当性に関してどうお考えなのか、お聞きいたします。 

○議長（小山彬夫） 

  谷議員。 
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○５番（ 谷 武） 

  お答えいたします。 

  さきの質問、６万３千円の開き、このことは私も分かっております。これは、条例第３条

第２項で町の一般職の勤続期間に合わせて23か月を２年とすることにより開きが出ている。

一般職の在職期間の計算は、１年未満の単数がある場合は切り捨てる。ただし、６月以上１

年未満は１年とするという規定を準用していることで生ずるものであるということです。 

  この妥当性、今やらなければならない、これは、今年３月12日に議員懇談会を開いて、そ

の際、弁護士に来ていただき、裁判所の経過及び状況を聞いたところ、その時期の町の状況

は、武田町長が亡くなられて間近に町長選挙を控えていたという状況で、新しく就任した町

長の下で改めて和解について判断されたということで、３月定例会に提出を予定されていた

和解案、予算を取り下げたことは、全議員が承知されていると思います。そのときに議員か

ら、協議等勧告案に対する回答はいつ頃までに判断しなければならないかという質問で、勧

告されてから通常は１か月、しかし、新型コロナの感染が広がりつつある中、猶予期間はあ

ると思うがと弁護士は言っておられたと思います。したがいまして、今回、新森田町長から

協議等勧告案に基づいて和解及び損害賠償の額の決定をされて提出されておりますが、本条

例案も協議等勧告案に沿った形で今の提出となりました。 

  それで、支払うとした期限を定めた妥当性は、給料や手当の条例には一般的に支給日が規

定されています。一般職の退職手当は退職日より１か月以内に支給すると定めていますので、

今回は退職手当に関しまして支給日を規定するべきと考え、５月31日とさせていただきまし

た。 

  以上。 

○議長（小山彬夫） 

  ほかにございませんか。 

  中川議員。 

○８番（中川 博） 

  それでは、議員提出議案第１号 町長、副町長及び教育長の給料、手当及び旅費に関する

条例の一部を改正する条例の制定について何点か質問させていただきます。 

  まず、私は、現条例改正のときには議長でありましたので議決権を有しておりませんでし

たけれども、報道関係者の皆様からの質問に対しまして、議会制民主主義に沿って、手続に

おいて何ら問題ありませんとお答えさせていただきました。 
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  そこでお聞きいたしますけれども、提案者は今回の改正案提出に当たって、現条例の手続

あるいは内容等に何らかの問題点があったのかどうか、お考えをお伺いしたいと思います。 

  次に、町住民の皆様に分かりやすく、先ほどもちょっと述べていただきましたけれども、

今回の改正案の支給金額を明確に、町長、副町長、教育長、それぞれ幾らになるかをお答え

いただいて、その上で、現在、コロナ対策に大変な中、そのような金額を支出するタイミン

グとしては、先ほど弁護士さんのあれがありましたけれども、再度問題ないのか、お聞きし

たいと思います。 

  次に、今回の改正案ですけれども、地方自治法第204条第２項で、退職手当を支給するこ

とができるということで任意的に支給できることになっております。今回の改正条例では、

第３条の２の第１項で退職金を定められ、第２項で加算額を定めておられます。自治法にお

いて、加算の定めはございませんけれども、例えば町長の場合、第１項で「100分の420を乗

ずる」にすれば、それで１項で収まるんじゃないかと思います。このように支給項目を２本

立てにされた意味をまず伺いたいと思います。この３点をお聞きしたいと思います。 

○議長（小山彬夫） 

  谷議員。 

○５番（ 谷 武） 

  お答えいたします。 

  前回の条例改正は間違いはないのかというのがあったと思いますけれども、前回の条例改

正は合法的に手続があり、間違っているとは考えておりません。今回の改正は、前回の改正

に町長の退職金協議等勧告案の趣旨に沿って第２項で加算することにいたしました。 

  また、改正後の金額は、前町長の退職手当は附則第２項で定め支払うものですので、まず、

附則第２項第１号による平成26年４月から平成30年３月までの在職に係る退職金は1,227万

7,440円となり、既に支払った額が292万3,200円、差額が935万4,240円の支給となる。次に、

第２項第２号による平成30年４月から令和２年３月３１日までの在職に係る退職金は614万

8,800円、既に支払った額が151万２千円、差額463万6,800円の支給となります。 

  そして、何で加算でなったのか、問題はないのかというのがありましたね。改正条例では、

第３条の２で規定するものであり、問題はないと思います。現行の条例を踏まえ、加算方式

を採用した。ちなみに、府下町村でも加算方式を取っておられる例もある。 

  なぜ一体にしないのか。現行条例が加算方式を採用して、ちなみに加算方式を取っておら

れる例もあるので、そういたしました。それで、前条例も合法的な手続があったので、間違
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いないと思いますので、分けておるということです。 

  今回の和解勧告が出されたことが何か言うてたかな。裁判所から出された協議等勧告案が

大きな要因であるから、今後、副町長や教育長にも及んでくるということになるため…… 

（「まだ質問していない、そこは。質問をまだしていない、そこ」と呼ぶ者あり） 

○議長（小山彬夫） 

  谷議員、２本にした理由は何かということを多分問われていたと思いますけれども。 

○５番（ 谷 武） 

  ２本にした理由は、前が間違いないと思っているからそういうふうにやったと、ただそれ

です、理由は。よろしく。 

  以上。 

○議長（小山彬夫） 

  中川議員。 

○８番（中川 博） 

  できたら、金額を聞きたかったんですよ。この新しい改正案の条例で町長が一千二百何ぼ、

それと副町長が何ぼで、教育長が何ぼというのを聞きたかったんですけれども、それはあれ

としまして、あと、加算方式はどこもやっているというようなことを伺ったんです。どこの

町村がやっているのかちょっと聞きたいのと、それと、先ほども提案理由のときに述べてい

ただきました。今、 谷議員が先に答えられかかったんですけれども、地裁の今回の協議勧

告が主な要因になっておるというように理由もお聞きしました。そのとおり間違いないのか

というのを再度確認しておきたいと思います。 

  それと、附則において、平成26年４月１日から任期期間中全てにおいて差額を支給対象に

入れると、現条例は何の意味もないものになるのではないでしょうか。先ほど手続的にも内

容的にも問題ないという条例ですけれども、現条例は委員会提出議案でありました。そのと

き取りまとめられた委員長としまして、また今回の改正案の提出者としまして、そのお考え

をお聞きしたいと思います。 

  次に、今回の条例改正ですけれども、やはり結果的には多額の税金の投入をすることにな

ります。その件に関して、例えば住民監査請求や住民訴訟のおそれはないのか、事前に弁護

士さん等に協議されているのかどうか、それをお聞きしたいと思います。 

○議長（小山彬夫） 

  谷議員。 



－42－ 

○５番（ 谷 武） 

  まず、加算方式はどこがあるのかというのをお答えいたします。豊能町と能勢町が加算方

式を取っております。 

  そして、今さっき言ったように、和解勧告が出されての要因というのは、議員仰せのとお

り、裁判所から出された協議等勧告案が大きな要因であるというのはあります。今後、副町

長、教育長に及んでくることになるため、条例改正を行うものにしました。また副町長や教

育長がやったら同じ繰り返しになりますので、そういうことになっています。 

  そして、住民監査請求の心配はないのかというご質問にお答えいたします。法または条例

に基づかず支出した場合、不当な支出となるが、又今回は大阪地方裁判所第５民事部裁判長、

裁判官３名から令和２年３月３日付で協議等勧告案が示された。また、府下町村を参考にし

条例改正を行い支出するものであり、問題ないと考えております。 

  そして、なぜ前の条例案というのは、前は前でちゃんと議会で議決されたものですので、

それは尊重してずっと残るように、私はそう考えております。前は間違いがなかったという

ことで、第一はそれです。 

  以上。 

○議長（小山彬夫） 

  中川議員。 

○８番（中川 博） 

  今ちょっと質問をるるさせていただいたんですけれども、提案者の回答のほうで何ら問題

ないというような回答をいただけました。もう反対する理由はございませんので、以上で質

問を終わらせてもらいたいと思います。 

○議長（小山彬夫） 

  谷議員。 

○５番（ 谷 武） 

  ありがとうございます。できれば全員賛成でよろしくお願いします。 

○議長（小山彬夫） 

  ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小山彬夫） 

  ないようでございますので、質疑を終結します。 
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  谷議員、議席へお願いします。 

  次に、討論を行います。 

  加藤議員。 

○10番（加藤久宏） 

  議員提出議案第１号 町長、副町長及び教育長の給料、手当及び旅費に関する条例の一部

を改正する条例の制定について、反対の立場から討論いたします。 

  まず１つ、条例案による武田勝玄前町長への支払い総額が、平成30年３月15日の特別職報

酬等審議会答申により算出した総額よりも金額として６万３千円高くなることが反対の理由

です。武田氏本人の答申により算出された数字より増額して支払う必要性が理解できません。

平成29年12月定例会議にて、武田氏本人も報酬審議会の答申に従うべきと述べております。

また、大阪地方裁判所による協議等勧告案等でも基準は同じです。程度が含まれていますの

で誤差はあるでしょう。しかし、コロナ不況により生活困窮している町民もいる中で、基準

額、支払えと言われている金額以上に支払うことの合理性に多くの町民は納得するでしょう

か。そして、故人武田氏はそれを望んでいるのでしょうか。 

  計算式の根拠については、これまでの議会での答弁があり、根拠は見当たらない、原課に

聞いても分からない、こういう答弁が議会でもなされております。要するに金額が問題なの

です。先に特別職報酬等審議会の答申がある中で、なぜあえて増額するように計算式をつく

る必要があるのか、理解に苦しみます。会派内においても、改正に合計支給額、現行の支給

額と特別職報酬等審議会答申における支給額の間に収まらないこの条例案に関して、納得い

かないことを付け加えておきます。 

  ２つ目、支給時期です。令和２年５月31日までに支給する、この文言に反対です。 

  大阪地方裁判所３月３日付協議勧告案について、議員懇談会等で説明を私も受けておりま

す。当時は、１か月をめどに回答するべき、これが礼儀でもあるという認識は私も持ってお

りますが、ただし、そのときと状況が異なります。今、日本は緊急事態宣言下です。また、

大阪府は特定警戒都道府県に位置づけられており、裁判所は緊急性の低い裁判を原則延期に

しています。原告との交渉に関して時間的猶予はないのか、急がせる必要があるのか。町と

していち早く対応すべきは、10万円の特別定額給付金対応ではないですか。現状で５月末ま

でに支給はできませんよ。今困っているのは、住民への対応、これが先ではないですか。 

  ３つ目、条例案を和解より先に出すことに反対です。条例が成立しますと、条例が根拠に

なり、原告は訴訟の理由がなくなるので取り下げることになるでしょう。協議勧告案、その
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とおりです。世間はどう評価するでしょう。この条例は、過去の条例は間違っていました、

よって過去に遡って修正しましたとしか受け取られないと私は思います。まず、和解するこ

とがけじめであると考えます。和解は歩み寄りです。そのプロセスが大事で、その上で条例

を改正すべきです。 

  ３つの理由により、議員提出議案第１号に反対いたします。 

○議長（小山彬夫） 

  ほかに。賛成の立場で。 

  大門議員。 

○２番（大門晶子） 

  本条例の改正案に賛成の立場から討論をさせていただきます。 

  地方自治体の首長の退職手当の支給の法的根拠というのは地方自治法第204条に規定され

ており、本町でも本条例の改正を定めて、それに基づき、退職手当を支給するものでありま

す。 

  改正の妥当性の質疑というふうなものが今行われましたが、考え方においては、退職金の

性格については、長期勤続または在職中の功績ないし貢献に対する報償として支払われるも

のであるという考え方や、退職後において生活を保障するためという考え方、あるいは在職

中に支払われた給与が本来の価値以下しか支払われていないので、その未払い分を退職に際

して支払うというような考え方、このような３つの性格が混在しているというふうに私は考

えています。今回の改正案は、故武田町長の在職中の功績ないし貢献に対する報償として支

払われるのが妥当と解釈できるような案となっているというふうに私は考えました。 

  町長の退職金については庶民感覚からして高いというような声も受けまして、前回改正さ

れた条項は生かしつつ、全国ほとんどの町で任期の４年ごとに退職手当を支給されている額

は、大阪府内の９町村の退職手当の額を参考にするなど、この点も配慮してくださっていま

した。 

  故武田町長は、４期14年の長きにわたり、少子高齢化社会と言われる時代に山積する町の

今日的課題の解決に向けて、住民福祉の向上に昼夜を問わず奔走され、「住み慣れたまち、

住み続けたいまち」を目指して様々な施策を実現するために全精力を傾注して行政を牽引す

る、その役割を果たすなど、河南町政に貢献されてこられました。町長の職務の重責も考慮

するなら、世間のいろんな声もありましょうが、府内の町村の退職手当及び大阪地方裁判所

の協議等勧告案の趣旨に沿った形で金額を算定された、そして、この特例を設けていただき
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まして差額を支給する本改正案の提案は妥当だというふうに判断しています。 

  この条例が改正された場合は町に支払い義務が生じますので、まずは現計予算で対応して

いただけますようにお願いいたしまして、本条例改正案に賛成するものであります。 

○議長（小山彬夫） 

  ほかに。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小山彬夫） 

  ないようでございますので、討論を終結します。 

  これより採決を行います。 

  本案を原案どおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛 成 者 起 立〕 

○議長（小山彬夫） 

  起立多数と認めます。よって、本案は原案どおり可決されました。 

  ここで13時10分まで休憩いたします。 

 

休   憩（午後０時１２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再   開（午後１時１１分） 

○議長（小山彬夫） 

  休憩前に引き続き会議を開催します。 

  先ほど森田町長から、日程第11 議案第９号 和解及び損害賠償の額の決定について及び

日程第18 議案第６号 令和２年度河南町一般会計補正予算（第２号）の２件について撤回

の申出があり、会議規則第20条第１項の規定により、会議の議題となる前でありましたので

議長において許可しましたので、ご報告いたします。 

  よって、本日の議事日程第11及び第18は削除します。 

  お諮りします。 

  日程第12 議案第１号 河南町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定

についてと日程第13 議案第２号 河南町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定に

ついての２件を会議規則第37条の規定により一括議題としたいと思いますが、ご異議ござい

ませんか。 
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〔「異議なし」の声起こる〕 

○議長（小山彬夫） 

  異議なしと認めます。よって、以上２件を一括議題とすることに決しました。 

  なお、質疑、討論、採決は１件ずつ行います。 

  それでは、議案第１号及び第２号について、順次提案理由の説明を求めます。 

  上野住民部長。 

○住民部長（上野文裕）（登壇） 

  まず、 

 

    議案第１号 

      河南町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定につい 

      て 

河南町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する

ものとする。 

      令和２年５月８日提出 

                             河南町長 森 田 昌 吾 

 

  めくっていただきまして、 

 

    令和２年河南町条例第 号 

河南町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 

 

  でございます。 

  新型コロナウイルスの感染拡大を受け内閣に設置されました新型コロナウイルス感染症対

策本部において、新型コロナウイルス感染症に対する緊急対応策の第２弾といたしまして、

国民健康保険及び後期高齢者医療において、新型コロナウイルス感染症に感染するなどした

被用者に傷病手当金を支給する市町村に対しまして、支給額の全額について国が特例的な財

政支援を行うことが決定されました。これを受けまして、厚生労働省から市町村に対しまし

て傷病手当金の支給を行うことを検討するよう要請されております。 

  傷病手当金の支給につきましては、大阪府後期高齢者医療広域連合において４月17日付で
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条例及び規則が改正され、後期高齢者医療に関する事務のうち新型コロナウイルス感染症に

感染した被保険者等に対する傷病手当金の支給申請受付事務を行うため、河南町後期高齢者

医療に関する条例を改正するものでございます。 

  改正条文につきましては、議案資料の新旧対照表でご説明を申し上げます。 

  議案資料の32ページをお願いいたします。 

  第２条で、河南町が、大阪府後期高齢者医療広域連合が行う傷病手当金の支給に係る申請

書の受付を委託事務として行えるよう追加するものでございます。 

  最後に、附則といたしまして、この条例は公布の日から施行することとしております。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議の上、ご可決

賜りますようお願い申し上げます。 

  続きまして、 

 

    議案第２号 

河南町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

河南町国民健康保険条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するものとする。 

      令和２年５月８日提出 

                             河南町長 森 田 昌 吾 

 

  めくっていただきまして、 

 

    令和２年河南町条例第 号 

河南町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

 

  でございます。 

  先ほどの後期高齢者医療と同様に、国民健康保険にも厚生労働省から市町村に対しまして

傷病手当金の支給を行うことを検討するよう要請されております。傷病手当金の支給には河

南町国民健康保険条例中に特例を定める必要があるため、今回、条例を改正するものでござ

います。 

  改正条文につきましては、議案資料の新旧対照表でご説明を申し上げます。 

  議案資料の33ページをお開きください。 
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  33ページの第４条の２から42ページの第30条までは、字句の修正などでございます。 

  それでは、今回の新型コロナウイルス感染症に関する緊急対策に伴う改正で、まず43ペー

ジの附則第５条でございます。従前の保険給付に加えまして、傷病手当金を支給することを

条文に追加するものでございます。 

  附則第６条では、傷病手当金の支給対象、金額、期間を規定しております。支給対象は新

型コロナウイルス感染症に感染または感染が疑われる国民健康保険被保険者で、労務に服す

ることができず給与等の支払いを受けることができなかった人となります。 

  金額は、直近の３か月間の給与収入平均を実就労日数で割った３分の２に、労務に服する

ことができなくなった日から起算して３日を経過した日から労務に服することができなかっ

た日数を掛けたものとなります。適用期間は、入院が継続するなど最長１年６か月間となり

ます。 

  めくっていただきまして、44ページの附則第７条では、労務に服することができない期間

に給与等が支給される場合は傷病手当金を支給しないが、給与等と傷病手当金とを比較して

傷病手当金が多い場合は、給与を差し引いた差額分を支給する旨を説明したものでございま

す。 

  最後に、附則といたしまして、この条例は公布の日から施行し、この傷病手当金は令和２

年１月１日から同年９月30日以後の規則で定める日までの間にある場合について適用すると

しております。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議の上、ご可決

賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小山彬夫） 

  提案理由の説明が終わりました。 

  これより質疑、討論、採決を行います。 

  最初に、議案第１号 河南町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついての質疑を行います。 

  力武議員。 

○７番（力武 清） 

  この傷病手当金の支給は、私自身はずっと求めてきたものとしては一歩前進かなというふ

うに思っているんですけれども、支給できる対象者は新型コロナウイルス感染症にかかった

人または発熱等の症状があり疑われる者となっています。 
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  後期高齢者医療制度は75歳以上が対象でありますけれども、この対象になっている人が本

町には該当者がおられるのか、また把握できているのか、まず最初に伺います。 

  それと、２点目、農業従事者あるいは道の駅などでのパート勤務者なども対象になるのか、

２点お伺いいたします。 

○議長（小山彬夫） 

  上野住民部長。 

○住民部長（上野文裕） 

  お二つ質問を受けました。 

  まず、１つ目なんですが、河南町の後期高齢者医療の被保険者は２月末現在2,587人おら

れます。この手当金の対象となる被用者、つまり給与所得のある方は、令和元年度では117

人程度おられたと把握しております。 

  次に、２つ目の農業従事者、道の駅などのパート勤務者というご質問なんですが、大阪府

広域連合は４月17日付で支給規則を改正しておりまして、その改正内容として国の財政支援

の対象範囲と同一とするということにされておられます。対象者は、事業主より給与をもら

っている人で新型コロナウイルス感染症に感染された方または発熱等の症状があり感染が疑

われる方となっております。よりまして、農業従事者は対象となりません。道の駅などのパ

ート勤務の方々につきましては、給与をもらっているので対象となります。 

  以上です。 

○議長（小山彬夫） 

  力武議員。 

○７番（力武 清） 

  １番目の質問で、75歳以上の方で勤続されている方が117人というふうにお聞きして、２

番目の関係でもあるんですけれども、道の駅なんかでも結構高齢の方が頑張って働いておら

れるんです。こういう方々が何らかの形で感染あるいは発熱等されたということとなれば、

これは医療関係のほうから罹患した人は対象になっていますよということになるのか、本人

が自己申告の下で手当を申告するのか、その事務的な流れはどういうふうになっていますか。 

○議長（小山彬夫） 

  上野住民部長。 

○住民部長（上野文裕） 

  そういった申請につきましては、自己申告ということで申請いただくことになります。 
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○議長（小山彬夫） 

  ほかに。 

  谷議員。 

○５番（ 谷 武） 

  後期高齢者に関するこの条例の制定ですけれども、傷病手当やね。これは普通でも病気や

けがであるんやけれども、後期高齢者の場合は申請とはどういうふうに。自己申告やけれど

も、今でも手続がややこしいとかいろいろありますやん、これ。商売してはる人が今、コロ

ナに対して決算書持って来い、何持って来いとかね。この場合はどのぐらいの申請量がある

のか。 

  これは、75歳以上やし、なかなか申請書を書くのが難しいよって、どういう手順か、ちょ

っとそこら、書類を何枚ぐらい出すのかなというのを一遍ちょっと教えていただきたい。 

○議長（小山彬夫） 

  大谷課長。 

○住民部副理事兼保険年金課長（大谷由候） 

  後期高齢者と国保のほうも同じような書類になるんですけれども、まずは本人さんのこれ

ぐらいの期間労働できなかったというふうな申請書が一つ、それとあと、医療機関とかもし

入院されているようであれば、医療機関のほうでいつからいつまで入院されていた、療養期

間はこれぐらいですというふうな分の証明をしていただいた申請書、それとあと、事業主さ

んからのいつからいつまでの期間この方はコロナの感染症によって療養しないといけなかっ

たということでの期間とかの申請を書いたものと、あと直近３か月のその方に支払われてい

たお給料の額等を示したもの、その分を、大体４枚程度ぐらいですか、そのぐらいの申請書

を出していただくという形になります。 

○議長（小山彬夫） 

  谷議員。 

○５番（ 谷 武） 

  最高１年６か月やから、これ本人はそう出さないよね、誰かが出さな。本人は病院へ入っ

て隔離されているからね。直近３か月というて、その人がいたらすぐに出せるんやけれども、

いてないのにそういう書類ぽんぽんと出すのが非常に難しいという問題があるよってね。そ

こら、そういう例の人がいてないか知らんけれども、それはちゃんとして、第三者でもいけ

るように、それはちゃんとまとめておいて簡素化して、なるべく省くものは省いてやってい
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ただきたい。それはどうですか。 

○議長（小山彬夫） 

  大谷課長。 

○住民部副理事兼保険年金課長（大谷由候） 

  河南町の役場の窓口で申請ということになりますので、うちのほうでの書類の書き方とか

そういうことに関しましては、こちらのほうできちんと教えながらしていきたいと思ってお

ります。 

  あと、もしその方が亡くなられたとかそういうことであれば相続人さんからの申請も可能

なので、亡くなられた後でも、令和２年１月１日から９月30日までの期間でそういう状態に

なられた方ということで一応規定がありますので、その間にそういう労務できなかったとい

うことなので、それが過ぎてもその期間の分であれば申請はできると思います。少々遅れて

も申請はできるかと思います。窓口のほうできちんと支援をしていきたいと思っております。 

○議長（小山彬夫） 

  佐々木議員。 

○４番（佐々木希絵） 

  多分、国保のほうも一緒なんですけれども、今、自己申告での申請ということで、窓口に

来られた方が私コロナやったんでということを言うわけですよね。個人情報の保護という観

点で、今コロナにかかったら、大分田舎やったら村八分に遭ってとかいうことも聞くので、

その辺り、別室で対応しますとかになるのかどうなのか、どうやって保護していこうと考え

ているのかなというのが質問です。 

○議長（小山彬夫） 

  上野部長。 

○住民部長（上野文裕） 

  今、議員ご指摘の内容につきましては、十分我々もこの受付事務については、例えば議員

が提案されましたように別室で個人情報が分からないような形で受付を進めていくべきかな

と考えておりますので、今後、その辺りについては担当部署として十分しっかり協議しなが

らやっていきたいと考えております。 

○議長（小山彬夫） 

  ほかに。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（小山彬夫） 

  ないようでございますので、質疑を終結します。 

  次に、討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小山彬夫） 

  ないようでございますので、討論を終結します。 

  これより採決を行います。 

  本案を原案どおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛 成 者 起 立〕 

○議長（小山彬夫） 

  起立全員と認めます。よって、本案は原案どおり可決されました。 

  次に、議案第２号 河南町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定についての質疑

を行います。 

  力武議員。 

○７番（力武 清） 

  後期高齢の場合は75歳以上ということなんですけれども、逆に国保の場合は、皆保険制度

の根幹をなす人たちを対象にされているわけですよね。そういう場合に、この条例の規定に

よりますと幾つかのあれがあるんですけれども、濃厚接触者や自宅待機を求められた人は対

象となるのかということと、その場合の、先ほども議論があったんですけれども、証明はど

ういったものが必要になるのかということですね。 

  待機を求められて、家から出たらあかんよ、あるいは今やったらどこかに隔離されるとい

う形になるかと思うんですけれども、証明のしようがないですよね。これはどうされるのか、

もしそういう罹患された人がね。これが１つの質問。 

  それと、２つ目は、自営業あるいは個人事業主、フリーランスの人たちの取扱いはどうな

るのか、２つ質問させてもらいます。 

○議長（小山彬夫） 

  上野住民部長。 

○住民部長（上野文裕） 

  まず、１つ目の濃厚接触者や自宅待機を求められた方が対象となるのかというご質問です

が、濃厚接触や自宅待機、それにつきましては、国が示されております感染症の症状に該当
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しなければ対象にはなりません。例えば、風邪の症状で37度５分以上の発熱が４日以上続い

ているとか、そういった場合の国が示されている症状、まずこれが１つ該当しなければなら

ない。それと、傷病手当金は療養のため労務に服することができないときに支給するもので

ありますことから、なかなか濃厚接触者、自宅待機者につきましては、必ずそういう方が対

象となるとは限らないということでございます。 

  それと、２つ目の自営業、個人事業主とかフリーランスの人の取扱いというご質問ですが、

対象者につきましてはあくまで被用者、給料もらっている人となりますことから、自営業や

個人事業主、フリーランスの方々は対象となりません。 

  以上でございます。 

○議長（小山彬夫） 

  力武議員。 

○７番（力武 清） 

  濃厚接触者などは、一応２週間、14日間は待機ということが今求められていますよね。そ

うなれば、そのことによって仕事ができない。有休がある人は有休で消化できるかも分かり

ませんけれども、有休がない人は無給ですよね。この方は、働きたくても働けないという状

況に陥るわけですよ。それが対象外というのはちょっと解せんなということで、改善を求め

たいというふうに思います。 

  それと同時に、２つ目、自営業者、フリーランスの人は対象にならないということなんで

すが、３月26日の国会で、各自治体の判断で可能と厚生労働省は答弁をしているんですよ。

これは柔軟に対応すべきじゃないんですかということです。見解を求めたい。 

  ３つ、次の質問なんですが、後でも議案が出ていますけれども、保険料の減額、免除に関

してはどのように扱われるのか、お伺いしたいというふうに思います。 

○議長（小山彬夫） 

  上野住民部長。 

○住民部長（上野文裕） 

  まず、今回の傷病手当金につきましては、国の財源で10分の10補助しますよということで、

町の持ち出しがありません。ただ、そうすることで国の基準どおりの場合であったら10分の

10でありますので、今、議員がお示しされた件については町独自の取組となりますことから

町の持ち出しが出てくることとなりますことから、今回の改正については国の基準どおりで

町は改正を提案させていただいております。 
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  それと、減額、免除とかのお話でございますが、新型コロナウイルス感染症によりまして

主たる生計維持者が死亡し、または重篤な傷病を負った世帯は全額減免、主たる生計維持者

の事業収入が減となる場合は、その世帯の所得状況に応じまして保険料の10分の２から全額

までの減免を実施することで現在検討しております。これも、国から全額補助の範囲があり

ますので、それも含めて現在検討しているところでございます。 

  以上です。 

○議長（小山彬夫） 

  力武議員。 

○７番（力武 清） 

  ２番目の答弁の中で、国の基準で支給できないということなんですけれども、国は先ほど

言ったように国会の答弁の中で、支給は市町村の判断でやれますよと、市町村の判断だと、

やれるかやるかということなんで、是非柔軟に対応していただきたいというふうに、国基準

というよりもそれは市町村の判断なんです。これ、ちゃんと国会答弁の議事録に載っている

んだから、これは是非そういう辺り、きっちり調べていただきたいというふうに思います。 

  それと、３回目なんであれなんですけれども、保険料の問題なんです。国保の減免は前年

度所得金額が300万円にいかなかった場合全部、400万円以下の場合は10分の８などの減額が

示されているんですよね、ご承知のように。市町村が減免を実施した場合、減少分を全額国

が補塡しますよと言っているんです、４月８日の時点でね。厚生労働省の事務連絡が来てい

ると思うんですが、もう一度確認していただきたいと思うんです。是非実施していただくと

同時に、このことを、感染者がいてないという状況の下で、一部は出たということなんです

けれども、被保険者に対してもしこういうことがあった場合はきちんと、先ほどもあったよ

うに、こういう手当がありますよという制度の徹底を、条例を今提案されているので、可決

されたらきちんと説明していただきたい。そのことに対して見解を求めたいと思います。 

○議長（小山彬夫） 

  上野住民部長。 

○住民部長（上野文裕） 

  今、議員仰せのように、国のほうから保険料の減免については文書等が来ております。そ

れによりまして、担当部署といたしまして保険料の減免につきましては要綱改正をすべきと

いうことで、現在、改正に取り組んでおるところでございます。まだ詳細な点まで国のほう

から来ていないところから、現在要綱改正を進めておるということでございます。 
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  それと、保険料のそういった実施をした場合につきましては、保険料通知時に減免の案内

文を同封したいと考えております。またいろんなツールを通じて周知をしていくことと考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（小山彬夫） 

  ほかに。 

  河合議員。 

○１番（河合英紀） 

  ３点ほど質問させていただきます。 

  第６条のところにある「その労務に服することができなくなった日から起算して３日を経

過した日から労務に服することができない期間のうち労務に就くことを予定していた日につ

いて、傷病手当金を支給する。」というところなんですが、この「労務に服することができ

ない期間」というのは具体的にどのような状態のときの期間のことを言うのか、それはどの

ように判断していくのかというところを聞きたいのが１点目。 

  その次が、最後の附則のところです。「令和２年１月１日から同年９月30日以後の規則で

定める日までの間にある場合について適用する。」という適用の期間なんですが、コロナの

事態が終息するのがいつになるか分からない中で、今後適用期間の延長というのは考えてい

るのかどうかというのが２点目。 

  まず、令和２年１月１日からというところなんですが、河南町に感染者がまだ１月の段階

ではいなかったと思うんですが、なぜ１月まで遡るのかという３点、質問したいと思います。

よろしくお願いします。 

○議長（小山彬夫） 

  大谷保険年金課長。 

○住民部副理事兼保険年金課長（大谷由候） 

  労務に服することができなくなった期間に関しては、医療機関に例えば入院した日からと

いうことだったり、あとは発熱等して、例えば病院に行かなくても行けなかったとしておう

ちで労務に服さないでお休みをしていたといったときに、そのお休みした日にちからという

ことです。そこから計算するということになります。 

  それと、適用期間、１月１日から９月30日までがもしかしたら延びるかもしれないという

ことなんですけれども、今のところ、国から来ているのはこの期間ということで言われてい

まして、河南町はたまたま１月１日とかにはいないんですけれども、一応国から示されてい
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る期間というところで、もしかしたら以前に新たにかかっていた人が後で分かったとかとい

うこともあるかも分からないので、１月１日からということでさせてもらっております。 

  延長につきましては、また国のほうからもしかしたら延長になる可能性があるかも分から

ないので、またそのときには、延長になった時点で変更とかは考えていかないといけないか

なというふうに思っております。 

○議長（小山彬夫） 

  ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小山彬夫） 

  ないようですので、質疑を終結いたします。 

  次に、討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小山彬夫） 

  ないようでございますので、討論を終結します。 

  これより採決を行います。 

  本案を原案どおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛 成 者 起 立〕 

○議長（小山彬夫） 

  起立全員と認めます。よって、本案は原案どおり可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  日程第14 議案第10号 河南町税条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といた

します。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上野住民部長。 

○住民部長（上野文裕）（登壇） 

 

    議案第10号 

河南町税条例の一部を改正する条例の制定について 

河南町税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するものとする。 
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      令和２年５月８日提出 

                             河南町長 森 田 昌 吾 

 

  めくっていただきまして、 

 

    令和２年河南町条例第 号 

河南町税条例の一部を改正する条例 

 

  でございます。 

  改正条文につきましては、議案資料の新旧対照表でご説明申し上げます。 

  別紙の追加議案資料の１ページをお願いいたします。 

  今回の改正につきましては、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策における税制上の措

置といたしまして、地方税におきましても早急に対応を講じることとなりまして、地方税法

等の一部を改正する法律などが令和２年４月30日に公布、同日付で施行されたことに伴いま

して、必要な条項について所要の改正を行うものでございます。 

  まず、第１条関係でございます。 

  附則第10条は読替規定の改正で、固定資産税に係る課税標準の特例措置について、今回の

地方税法の改正に伴う新たな条項に続いて加えることとするものでございます。 

  次に、附則第10条の２は、固定資産税のいわゆるわがまち特例を第26項として新たに設け

る改正でございます。 

  平成30年６月定例会議でご可決いただきました生産性向上特別措置法による設備投資で、

償却資産に係る固定資産税の課税標準を一定期間ゼロにするというのに加えまして、新型コ

ロナウイルス感染症の影響を受けながら新規に設備投資を行う中小事業者などの支援の観点

から、生産性向上特別措置法に規定する認定先端設備等導入計画に基づき取得した先端設備

等に該当する事業の用に供する政令で定める事業用家屋と構造物につきまして、適用期限を

令和４年度まで延長し、特例率はこれまでと同様に３年間、課税標準額にゼロ以上２分の１

以下の範囲内で条例で定める割合を乗じて得た額とするもので、本条例ではゼロとしており

ます。 

  次に、附則第15条の２は、現在、令和元年10月１日から令和２年９月30日までの間に取得

した軽自動車税に講じられております環境性能割の１％軽減措置につきまして、その適用期
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限を６か月延長して、令和３年３月31日までに取得したものを対象とするものでございます。 

  次に、附則第25条でございます。イベントの自粛要請などで多くの事業者の収入が急減し

ているという現下の状況を踏まえまして、基本的に全ての税目について、無担保かつ延滞金

なしで１年間徴収猶予できる規定が新たに設けられました。 

  本条文の改正は、条例第９条第７項におきまして既に規定されている徴収猶予申請書等に

不備などがあった場合に訂正などを行う期間である20日を、今回の改正において準用するも

のでございます。 

  次に、めくっていただきまして、３ページの第２条関係でございます。 

  附則第10条及び第10条の２は、先ほど第１条においてご説明申し上げました読替規定及び

わがまち特例において、地方税法の改正に伴う条ずれを改めるものでございます。 

  次に、第26条でございます。政府の自粛要請を踏まえて文化、芸術、スポーツイベントな

どを中止などをした結果、主催者に大きな損失が生じている状況を鑑みまして、観客などが

入場料等の払戻しを請求しなかった場合には、放棄した金額を寄附金控除の対象とし、現行

の税条例第34条の７の寄附金税額控除の規定を適用するものでございます。 

  めくっていただきまして、４ページの附則第27条でございます。 

  所得税において、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた住宅ローン控除の適用要件

を弾力化する措置が講じられる場合には、所得税から控除し切れなかった額を控除限度額の

範囲内で個人住民税から控除するもので、適用年度を令和15年から１年延長して令和16年ま

でとするものでございます。 

  最後に、附則といたしまして、この条例は公布の日から施行し、第２条については令和３

年１月１日から施行するものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議の上、ご可決

賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小山彬夫） 

  提案理由の説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  中川議員。 

○８番（中川 博） 

  第１条関係なんです。今説明いただいたんですけれども、第10条のところの26、固定資産

税関係ですが、今、対象のものが家屋等とお聞きしたんですけれども、機械設備等は入らな
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いんでしょうか。 

○議長（小山彬夫） 

  上野住民部長。 

○住民部長（上野文裕） 

  機械設備は従前から適用になっております。今回、新たに家屋と構造物、外構とかそうい

う部分も新たに対象となるということでございます。 

○議長（小山彬夫） 

  中川議員。 

○８番（中川 博） 

  機械設備は通常はもう入っていたということですね。分かりました。 

○議長（小山彬夫） 

  ほかに。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小山彬夫） 

  ないようでございますので、質疑を終結します。 

  次に、討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小山彬夫） 

  ないようでございますので、討論を終結します。 

  これより採決を行います。 

  本案を原案どおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛 成 者 起 立〕 

○議長（小山彬夫） 

  起立全員と認めます。よって、本案は原案どおり可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  日程第15 議案第３号 令和２年度河南町一般会計補正予算（第１号）を議題といたしま

す。 

  提案理由の説明を求めます。 

  渡辺総務部長。 
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○総務部長（渡辺慶啓）（登壇） 

  それでは、予算書のほうをお開きいただきたいと思います。令和２年度河南町一般会計補

正予算書です。 

  ５ページをお開きください。 

 

    議案第３号 

令和２年度河南町一般会計補正予算（第１号） 

令和２年度河南町一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ17億418万６千円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ72億3,201万４千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

      令和２年５月８日提出 

                             河南町長 森 田 昌 吾 

 

  めくっていただきまして、６ページから７ページでございます。 

  第１表歳入歳出予算補正。 

  まず、歳入でございます。 

  （款）国庫支出金、（項）国庫負担金で503万９千円の追加。 

  （項）国庫補助金で15億8,516万８千円の追加。 

  （款）府支出金、（項）府補助金で531万６千円の追加。 

  （款）繰入金、（項）繰入金で１億866万３千円の追加。 

  歳入合計17億円418万６千円を追加いたしまして、補正後予算額を72億3,201万４千円とす

るものでございます。 

  続きまして、７ページ、歳出でございます。 

  （款）総務費、（項）総務管理費で15億6,757万９千円の追加。 

  （款）民生費、（項）社会福祉費で3,720万６千円の追加。 

  （項）児童福祉費で1,926万８千円の追加。 

  （款）衛生費、（項）保険事業費で２万円の追加。 
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  （項）上水道整備費で582万７千円の追加。 

  （款）商工費、（項）商工費で2,925万円の追加。 

  （款）消防費、（項）消防費で500万５千円の追加。 

  （款）教育費、（項）小学校費で629万４千円の追加。 

  （項）中学校費で305万９千円の追加。 

  （項）社会教育費で260万９千円の追加。 

  （項）保健体育費で2,806万９千円の追加。 

  歳出合計17億418万６千円を追加いたしまして、72億3,201万４千円とするものでございま

す。 

  次に、歳入歳出予算事項別明細書に基づいて説明をさせていただきます。 

  まず、11ページでございます。 

  歳入でございます。 

  （款）国庫支出金、（項）国庫負担金、（目）民生費国庫負担金につきましては、放課後

デイサービス支援事業の財源といたしまして503万９千円を追加するものでございます。 

  次に、（款）国庫支出金、（項）国庫補助金、（目）総務費国庫補助金でございますが、

15億6,616万円の追加でございます。（節）のほうで、総務管理費補助金といたしまして、

まず子育て世帯への臨時特別給付金事業のため、子ども・子育て支援システム改修費の財源

として221万５千円の追加、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策による特別定額給付金、

１人当たり10万円ですけれども、給付事業のため、実施として国庫として給付のほうで15億

4,840万円の追加、それに伴います事務費といたしまして1,554万7,000円の追加でございま

す。（節）の児童福祉費補助金につきましては、子育て世帯への臨時特別給付金事業の実施

のためでございまして、15歳未満のお子さんに１人１万円を追加するもので、給付金事業と

しては1,808万円の追加、それの事務費といたしまして92万６千円を追加するものでござい

ます。 

  続きまして、（款）府支出金、（項）府補助金、（目）民生費補助金で531万６千円の追

加。放課後等デイサービス支援事業の財源といたしまして追加するものでございます。 

  続きまして、（款）繰入金、（項）基金繰入金、（目）財政調整基金繰入金といたしまし

て、今回の補正で不足する財源の補塡といたしまして１億866万３千円を計上させていただ

くものでございます。 

  めくっていただきまして、12ページから歳出でございます。 
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  まず、（款）総務費、（項）総務管理費、（目）一般管理費で313万２千円の追加でござ

います。（節）需用費で15万９千円の追加については、今回のコロナウイルス感染防止策と

いたしまして、執務室を分散するために必要なＬＡＮケーブル等機材を購入する費用でござ

います。（節）委託料で221万５千円の追加、こちらにつきましては、先ほどの歳入でもご

ざいましたように、子育て世帯への臨時特別給付金事業のため子育てシステムの改修費用で

ございます。（節）使用料及び賃借料につきましては、先ほどの需用費と同じく、執務室を

分散するためにスマートフォンをレンタルいたしまして、機材賃借料75万８千円を計上する

ものでございます。 

  続きまして、（目）財産管理費50万円の追加でございます。これにつきましては、コロナ

ウイルス感染防止策として必要な備品、庁舎や出先機関に窓口用のアクリル板パネル購入費

等を計上したものでございます。 

  続きまして、（目）特別定額給付金費につきましては、新型コロナウイルス感染症緊急経

済対策として、全国の全ての人々に給付金として特別定額給付金事業を本町においても可能

な限り早期に実施するための事業費15億6,394万７千円を計上しております。まず、（節）

報酬で、給付事業に従事する会計年度任用職員の報酬といたしまして214万３千円を計上さ

せていただいています。（節）職員手当等といたしまして、給付事務に対応するため町職員

の時間外勤務手当を計上しております。続きまして、（節）需用費でございます。消耗品費

50万円、印刷製本費24万４千円の追加、給付事務に必要な各種の申請用紙の購入費や広報紙、

封筒などの印刷経費であります。（節）役務費では、通知文書の町内全世帯に向けた郵便料

296万３千円、それから口座振込手数料76万５千円を計上しております。（節）委託料とい

たしまして800万円の計上につきましては、給付事務に必要な電算システムの構築の委託料

でございます。（節）負担金補助及び交付金につきましては、令和２年４月27日を基準日と

した世帯構成員１人につき10万円の特別給付金を支給するもので、15億4,840万円を計上す

るものであります。 

  続きまして、13ページ、（款）民生費、（項）社会福祉費、（目）老人福祉費で2,682万

円の予算計上でございますが、65歳以上の高齢者へ商品券５千円を配付する町の単独の生活

支援事業でございます。（節）の需用費で、消耗品費５万円、印刷製本費で10万円、給付事

務に係る各種諸用紙の購入費やポスターの印刷経費などを計上しております。（節）役務費

では、商品券の発送郵便料としまして204万円を計上しております。（節）負担金補助及び

交付金につきましては、65歳以上の対象者約4,926人に対する商品券の給付金といたしまし
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て2,463万円を計上しております。 

  （目）障がい福祉費で1,035万５千円の追加でございます。令和２年３月２日から春休み

の前日まで提供されました放課後デイサービス費用の給付費を計上しております。 

  （目）社会福祉施設費、（節）需用費で３万１千円の追加でありますが、こちらにつきま

しては、かなんぴあにおける必要な除菌液等を購入する費用を計上させていただいておりま

す。 

  続きまして、（項）児童福祉費、（目）児童福祉総務費で19万円の追加でございます。こ

ちらにつきましては、子育て手当の１万円に対する職員の人件費を追加させていただいてい

ます。 

  （目）児童措置費1,881万６千円の追加につきましては、子育て世帯への児童１人当たり

１万円の臨時特別給付金に係る予算計上でございます。（節）需用費で、消耗品費30万円、

印刷製本費で３万４千円、給付事務に必要な各種の事務用品、封筒などの印刷経費でござい

ます。役務費では、通知文書等の郵便料で27万５千円、それから口座振込手数料として12万

７千円を計上しています。負担金補助及び交付金といたしまして、児童１人につき１万円の

臨時特別給付金1,808万円を計上するものであります。 

  （目）こども園費で需用費26万２千円の追加でありますが、中村こども園における必要な

除菌液等を購入するものでございます。 

  めくっていただきまして、14ページ、（款）衛生費、（項）保健事業費、（目）保健事業

費で（節）需用費１万６千円の追加でありますが、健康相談等事業における必要な除菌液を

購入するものでございます。 

  （目）母子保健事業費の需用費の４千円についても同様でございまして、乳幼児の健診事

業等に係る必要な除菌液を購入するものでございます。 

  続きまして、（項）上水道整備費、（目）上水道整備費で582万７千円の追加、繰出金と

いたしまして582万７千円を追加するもので、水道事業会計において実施いたします水道基

本料金４か月分の全額免除に係る減免額の２分の１相当分を水道事業会計に繰出すものでご

ざいます。 

  続きまして、（款）商工費、（項）商工費、（目）商工業振興費で2,925万円の追加です。

負担金補助及び交付金といたしまして、まず大阪府が休業要請支援金といたしまして、市町

村と共同して実施する河南町の負担分といたしまして1,825万円を追加します。また、町の

単独事業といたしまして、一定の減収の生じた町内事業者へ10万円を支給するもので、休業
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協力金といたしまして1,100万円を計上するものでございます。 

  続きまして、（款）消防費、（項）消防費、（目）災害対策費の（節）需用費でございま

すが、500万５千円を追加するもので、庁舎等の必要な除菌液を購入する費用93万９千円と、

マスクの購入費として406万６千円を追加するものでございます。 

  続きまして、15ページ、（款）教育費、（項）小学校費、（目）学校管理費、（節）需用

費で18万５千円の追加であります。小学校２校における必要な除菌液を購入するものでござ

います。 

  （目）教育振興費で610万９千円の追加でございます。（節）役務費では、児童が自宅で

学習が進められるよう、各学校で作成した課題などの各家庭との郵便料として455万９千円

の追加、同じく児童が自宅で学習が進められるよう、映像配信機器の購入として備品購入と

いたしまして155万円を計上するものでございます。 

  （項）中学校費、（目）学校管理費、（節）需用費につきましては、中学校における必要

な除菌液等の購入費でございます。 

  （目）教育振興費296万６千円の追加でございますが、（節）役務費につきましては、先

ほどの小学校と同様、生徒が自宅で学習が進められるよう、各学校で作成した課題などの各

家庭との郵便料として219万１千円の追加、同じく生徒が自宅で学習が進められるよう、映

像配信機器の購入といたしまして備品購入で77万５千円を計上するものでございます。 

  続きまして、（項）社会教育費、（目）放課後児童健全育成費は154万４千円の追加、

（節）需用費の８万１千円の追加でありまして、放課後児童クラブにおける必要な除菌液を

購入するものでございます。（節）役務費の11万９千円の追加につきましては、放課後児童

クラブの運営時間の変更など、保護者への通知文書の郵便料を計上するものでございます。

（節）負担金補助及び交付金の134万４千円の追加でございますが、小学校の臨時休業によ

り児童クラブへの助成金の増を計上するものでございます。 

  （目）公民館費、（節）需用費で14万６千円の追加は、公民館における除菌液の購入費用

でございます。 

  （目）図書館費、（節）需用費の６万１千円につきましては除菌液でございまして、めく

っていただきまして、備品購入費で85万５千円の追加は、図書の消毒機の購入費用として計

上させていただいております。 

  続きまして、（項）保健体育費、（目）体育施設費で（節）需用費３万１千円につきまし

ては、総合体育館における除菌液の購入費用でございます。 
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  続きまして、（目）学校給食費で2,803万８千円の追加でございます。（節）需用費につ

きましては学校給食センターへの除菌液の購入費用と、（節）負担金補助及び交付金2,780

万７千円につきましては、令和２年度における年度内の小中学校給食費の半額を助成するも

のとするものでございます。 

  以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。ご審議の上、ご可決賜りますよ

うよろしくお願いします。 

○議長（小山彬夫） 

  提案理由の説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  中川議員。 

○８番（中川 博） 

  全体的なことなんですけれども、除菌液の購入と各分野であったんです。これ、購入が今

なかなかできないということなんですけれども、できるかどうか、まずお聞きしたいと思い

ます。 

  それと、ちょっと順を追って質問したいと思います。 

  まず、12ページの特別定額給付金なんですけれども、渡辺部長のほうから早期に実施する

ためにこのような手だてをするということなんです。一応河南町のほうで説明をいただいた

のは５月下旬に申請書を発送するというのを伺っているんですけれども、例えば大阪市の場

合、河南町と同じように当初は５月下旬に申請書ということで、松井市長のほうがすごくバ

ッシングを受けたということで、今ホームページを見たら５月22日に前倒しになっているん

です。近隣の富田林市におきましても５月20日から申請書を随時発送するというような形に

なっているんですけれども、なぜ河南町はこのように５月下旬になるのかどうか、オンライ

ン申請のほうはもう５月１日からやっていただいておるんで、それは評価したいと思うんで

すけれども、その辺ちょっと伺いたいと思います。 

  それと、14ページの商工業振興費のところの休業要請支援金、これ、市町村が半額、河南

町が半額持っていると思うんですけれども、これ、大阪府の吉村知事が大々的に打ち出して、

府としての政策として発表された政策だと思うんですね。例えば近隣の兵庫県のほうは、県

がそういう申請をしたということで、各市町村の持ち出しは３分の１なんですね。大阪府の

場合は半分も各市町村にちょっと負担が来ているんですけれども、河南町はその辺、例えば

一言、二言クレームを言ったかどうかというのをちょっと聞きたいのと、それと町独自の休
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業協力金（町支援）のやつなんですけれども、これは今先ほど言いました府全体の休業要請

支援に準ずるような形に漏れているところということなんです。これは渡辺部長にも個人的

に聞かせていただいたんですけれども、個人事業者の場合、例えば法人の場合でしたら法人

申請とかして、河南町とか、またそれぞれのところに法人ということであるわけですけれど

も、個人事業者の場合は、河南町の住民であってもひょっとしたら近隣で仕事をされている、

お店を持っておられる方があると思うんです。でも、今回のあれは休業支援のやっぱり売上

げががたっと落ちてしまうということで、個人所得に関係してくると思うんで、そういう部

分はちょっと配慮が必要じゃないかなと思いますので、その辺の立て分けをお聞きしたいと

思う。 

  それと、16ページの学校給食費なんですけれども、３月末まで２分の１の給食費の助成、

これは非常にありがたいことなんです。ところが今、コロナ対策ということで、やはり今現

在は非常に大変な状況だと思うんですね。それで来年の３月末までということで期間を取っ

ていただいているんですけれども、今、レムデシベルとかアビガンとか承認もそろそろでき

ているということで、河南町も実際のところは今、１名の方がそういうコロナにかかってお

られるということなんです。そうなってきたら、来年までそういうような状況が続くという

ことは、日本の経済自体がもうかなり厳しい状況になってしまうということを考えたら、直

近の手当のほうが非常に大事という。ですから、同じような予算を使うんでしたら全額助成

ということで、その期間に応じて短縮できないのか。短縮してでも全額助成ということに踏

み切れないのかというところです。 

  以上のところを質問させていただきたいと思います。 

○議長（小山彬夫） 

  本部長。 

○総合政策部長（ 本幸司） 

  それでは、私のほうから何点かご回答させていただきます。 

  まず、１点目、除菌の購入の件につきましては、各担当のほうから買う予定をしているん

ですけれども、今、議員仰せのように、非常に購入できにくい状況になっております。それ

で、各課が連携いたしまして買える事業所を探しましてまとめて買うなり、それは対応して

いきたいと考えております。 

  あと、２点目の特別定額給付金の事務のスケジュールの件なんですけれども、当初、議会

運営委員会のときに私、５月末ぐらいに申請書を発送させていただきますと説明させていた
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だきました。それで、議員のほうからできるだけ早いことにならないのかというご意見もい

ただきまして、町長のほうからもできるだけ20日過ぎにできないかというようには言われて

おります。 

  それで、システム業者のほうに交渉いたしまして、できるだけ早く届くようにシステムを

構築していただくようにお願いしているんですけれども、役所のほうに届くのが大体５月20

日過ぎになるという返事しか今もらっておりません。それで、届きましたら早急に打ち出し

て各家庭のほうに発送できる用意は進めておりますので、５月末と言っておりましたが、も

う少し早くできるように努力したいと考えております。 

  それと、休業要請支援金の２分の１と３分の１というような話でございますが、当初大阪

府のほうから説明に来られた場合にも、若干の金銭的なことはお話ししたんですけれども、

大阪府下市町村がほとんど２分の１でオーケーと言っておられる中で、河南町といたしまし

ても地元企業の援助の支援のために致し方ないと思いまして、２分の１で協力させてもらう

ことにさせていただいております。 

  それと、３点目が町独自の休業協力金のことなんですけれども、あくまでもまだ素案でご

ざいますが、事業所につきましては、あくまでも河南町に本店を有する法人または主たる事

業を有する個人という考えで今のところはやっております。それで、また詳細につきまして

は今後まだ検討していかないといけない点があるんですけれども、一応今のラインは、今説

明しましたように河南町内に本店を有する法人または主たる事業所を有する個人と、もうあ

くまでも河南町内の事業所に限定させていただいております。 

  私のほうからは以上です。 

○議長（小山彬夫） 

  湊教・育部長。 

○教・育部長（湊  浩） 

  給食費の助成の関係でご質問いただいたと思います。 

  現在、学校給食費の負担金補助及び交付金におきまして、２分の１にて今年度中の助成を

考えているところでございます。期間を短くして全額助成できないかというご意見でござい

ますが、今年度に関しまして、取り急ぎこの期間をもって２分の１で進めていきたいなとい

うふうに思っているところでございます。 

○議長（小山彬夫） 

  中川議員。 
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○８番（中川 博） 

  まず、特別定額給付金は 本部長のほうから回答いただいたんですけれども、ちょうど今

回答されたことは大阪市の松井市長が言われたと同じなんです。できるだけ早くせえという

ことで対応を急いでいますと。それで非常に住民というか、バッシングを浴びて、そして５

月22日に変更したということですから、今、何遍も言うてもあれですので、そこはもう明確

に日にちを指定して、今ひょっとしたら20日ということも言っていただいたので、明確にホ

ームページに載せられるように、早急にお願いしたいなと思います。 

  それから、町独自の休業支援のほうなんですけれども、大阪府のほうは分かるんですね、

大阪府に対して個人事業の税金が府に対して入るということで。でも町の場合は、町の均等

割のごく僅かなんです。ですから、例えば河南町の個人事業者の人で河南町にお住まいの方

が近隣でお店を開いていただいても、河南町に対しての税金のほうが多いわけですから、ま

して、その所得をやっぱりコロナに対して収入が減っているということを対応するというこ

とでしたら、是非個人事業者に関しましては町住民の方という観点でお願いしたいなと思い

ます。 

  それから、給食費につきましては３月末ということにされるということなんです。今、コ

ロナ対策ということで、そういう収入とか非常に減って大変だということで、給食費を補塡

してそういう家庭を援助しようというような考えだと思うんですね。そういう考えでしたら、

今、この直近というか、今が大変な状況なんです。来年の１月、２月、３月まで支援したと

ころで、そこまで支援しなければいけないような状況というのは日本経済がほとんど厳しい

状況になってしまうので、そう考えたら、今現在本当に仕事も休まなければいけない、いろ

んな意味でということを考えたら、やっぱり直近のそういう給食の全額助成ということに踏

み切るほうが、私は選択肢としてはいいんじゃないかと思います。もし再考していただいて

答えられるのやったら、答えていただきたいと思います。 

○議長（小山彬夫） 

  新田教育長。 

○教育長（新田晃之） 

  確かにそういうような考え方もあると思います。給食費の問題につきましては、私のほう

も日頃から一部補助というような考えで進めてきたところですが、こういうような新型コロ

ナウイルス対策の関係で補助という形で森田町長のほうからお声をいただいて、半額という

提案をいただきました。１年間、３月末ということの期限ですけれども、将来的にこの延長
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線上にはさらに給食費の扱いを考えられるという、これがあるのかなというふうに思ってい

ます。 

  いろんな物の見方、考え方があるとは思いますが、町長の思いもそういう方向にあります

ので、３月末まで半額補助という制度設計で進めさせていただきたいというふうに思います。

よろしくお願いします。 

○議長（小山彬夫） 

  佐々木議員。 

○４番（佐々木希絵） 

  幾つか質問があるんですけれども、まず12ページの10万円の給付金に関してなんです。総

務省の見解で、10万円を配布するのに、例えばホームレスの人は住所がないわけですよね。

でも、そこで河南町で今実際に暮らしているホームレスやったら、そこの市町村で対応しろ

みたいなことが総務省の見解で出ているんです。その辺り、実際問題としてどうやって対応

していくのか。ホームレスの対応というのが、13ページにもある65歳以上の５千円の商品券

も同じような対応でやっていけるのかどうかというのが１つと、13ページの休業要請に関し

て、先ほど中川議員もおっしゃっていたんやけれども、吉村知事、初めに何か箕面市での議

会での市長の答弁で、初めに５市ぐらいの市長には事前に相談があったと答えているんです

って。そこに箕面市も入っていた、大阪市も入っていた、あとの３市はちょっとまだそこの

ときは言っていなかったんですけれども、43市町村ある中で５市に相談して踏み切ってしま

うというのが、言われたからには追随しないとしようがないというこのやり方、強く抗議し

てほしいというのと、河南町には事前に相談があったのかというのが、もしかしたら入って

いるかもしれないので。 

  入っていなかったとしたら、本当に強くこういうやり方はあり得ないということを抗議し

てほしいというのと、水道料金に関してなんですけれども、４か月間の基本料金が無料と。

ほかと言ってもあれやけれども、半年とか１年とかのところもありますよね。今、学校とか

公民館とかかなんぴあでも閉めていて、本来住民が消費するであろう光熱費というのが浮い

ていますよね。それを補塡したらもっと長く、もしくはもっとパーセンテージを下げてでき

るんじゃないかなと思うんですけれども、その辺りをどう考えているのか。１か月当たり今

浮いてそうな、節約できた金額が総計で分かれば教えてほしい。 

  15ページの学習支援、オンラインとか郵送とかでやられるんですけれども、これ、今月い

っぱいぐらいで学校が完全再開するんじゃないかみたいな見通しが取りあえずあるんです。
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毎日登校できるようになってからは、オンラインでの配信とか郵送での配信というのはどう

していくのか。個人的には、もちろん不登校の子もいてるし、例えば台風で学校が急になく

なった日とか、すごく暑い、もう熱中症、熱中症と今すごく問題になっているので、例えば

35度を超えた日はこれに切り替えますとか、そういうやり方で続けていくことはすごく有益

じゃないかなと思うんですけれども、その辺りの考えをどう思っておられるのか。 

  以上、４点か５点お願いします。 

○議長（小山彬夫） 

  本総合政策部長。 

○総合政策部長（ 本幸司） 

  それでは、私のほうからホームレスさんの対応についてご説明させていただきます。 

  ホームレスさん等への周知、支援につきましては、ホームレス等の生活場所等を訪ねてチ

ラシを渡しながら、情報提供やホームレス等の住民登録の確認、それと支給までの手続の援

助などを、自立支援センター等といいますのは、うちは多分社会福祉協議会等になると思う

んですけれども、の利用の案内など、ホームレス等の実情を踏まえた支援が必要であり、ホ

ームレス支援担当者とともに連携して周知を図っていくようにしております。 

  それで、国のほうからもホームレス等に関する案内のチラシ等を近々送ってきますので、

それを基に掲示等をさせていただきたいと考えております。 

  それと、２点目の休業要請ですが、これはテレビで放送された前に相談があったかという

ことですね。テレビ放送後に、大阪府のほうからは相談に来られましたが、前はなかったと

思っております。 

  以上でございます。 

○議長（小山彬夫） 

  新田教育長。 

○教育長（新田晃之） 

  教育振興費の関係でご質問いただきました。 

  この中で、今、教育委員会のほうからは役務費としていわゆるレターパックの購入費とし

ての費用と、それから備品購入費でオンライン授業が可能になるような形ということで、こ

の２つを挙げさせていただいています。 

  一つ、レターパックのほうは、これは学校と家庭、これのいわゆるアナログ的に物を送る、

または課題をされた紙媒体をレターパックに入れてまた学校に送り返す、学校でそれを採点
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してまた家庭に送り返すと、こういうような繰り返しを双方向でするために予算化させてい

ただきました。 

  一方、先日の府の発表で来週から臨時登校を実施するということになりましたので、全て

この予算を使うということはもうなくなったかなと思います。ただ、一部そういうような機

会もある可能性もありますので、予算を慎重に活用いたしたいというふうに思っています。 

  来週は週１回、再来週からは週２回程度というような登校をするということで、先日、昨

日ですか、臨時校長会を開きまして決めています。詳細につきましては今日ぐらい各学校の

ホームページに上がっていると思いますので、よろしくお願いします。 

  それと、備品購入費のほうですけれども、これにつきましては、新しくＧＩＧＡスクール

構想というのがありまして、これは、ＩＣＴを活用して学校の中でもそういうオンライン授

業も可能な環境づくりをしていこうという方向に今、動いています。 

  ＧＩＧＡスクールというのは、グローバル・アンド・イノベーション・ゲートウエー・フ

ォー・オールという略で、ギガバイトのそういう容量の話じゃなくて、オールというのは子

供たちというように直訳できると思います。だから、ゲートウエー、グローバルやイノベー

ションの出入口となる端末を子供たちにというような訳になると思うんですが、こういうよ

うな環境をこれからつくっていきます。 

  ５月末までに登校が一部可能になる、場合によっては６月から一定の学校再開が期待でき

る中においては、これはちょっと遅いんじゃないかという話があるかもしれません。ただ、

これからの学校環境がこっちの方向に向いていきますので、この予算も十分活用して使いた

いと。 

  さらに、新型コロナウイルス感染症の問題は２波、３波、またこの秋、冬に必ずや起こっ

てくると思います。こういう事態が起こったときに活用できるように、これからも学校現場

のほうもいろいろと研修を重ねていってほしいというふうに思っておりますので、よろしく

お願いします。 

○議長（小山彬夫） 

  渡辺部長。 

○総務部長（渡辺慶啓） 

  水道料金のほうでございますけれども、基本料金、２期４か月分を100％減免ということ

で今説明させていただいています。大阪府内のほうでも基本料金の減免の取扱いをやってい

る団体が幾つかございますけれども、基本的には、その減免の率であったり期間であったり
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というのはほとんどばらばらでございます。料金の減免をやっていないところもまだ多数ご

ざいます。 

  その中で、河南町といたしましても、水道事業会計のほうはここ何年かずっと単年度で赤

字決算を続けている中で、なかなか料金を減免するというのは厳しい判断だったんですけれ

ども、何とか町の一般会計から半分繰り入れるんで、少しでも住民さんの支援になればとい

うことでさせていただいているところなんで、仰せのように、なかなかできる精いっぱいぎ

りぎりのところ、２期４か月分でということでご理解をいただきたいというふうに考えてお

ります。 

  それから、今、各施設が利用できていないので光熱水費が最終的決算ではある程度浮いて

くるだろうということなんですけれども、今回の単独費につきましては、基本的には全部財

政調整基金、貯金を取り崩してやっておりますので、そこの浮いてくる部分につきまして充

てるには、まだそれは今度、基金を取り崩したところへ戻すというか、全体でどれぐらい浮

くかというのが分からない状況なんで、なかなかそこはつかみにくいところはございます。 

  以上でございます。 

○議長（小山彬夫） 

  佐々木議員。 

○４番（佐々木希絵） 

  いろいろありがとうございます。 

  10万円の給付、12ページの分なんですけれども、見解が総務省から出ていて、うまくやっ

ていくという話なんです。これ、河南町で受け取ったらもうほかでは受け取れないとか、も

ちろんそれはそうなんですが、それはうまくほかの市町村と連携できるんですか。というの

と、５千円の商品券、65歳以上の分もそのように取り扱っていかれる予定ですか。 

  あと、公共施設も大体、今１か月当たりどれぐらい使われていないのか。コロナも、もう

かなんぴあ自体２か月、学校も２か月休んでいるので、１か月当たりの概算というのは出る

と思うんですが、お願いしたい。 

  オンライン授業に関して、概ね私が言っていることと教育長の言っていることは一致して

いるのかなという気はするんですけれども、今後使いたいというざっくりしたことなんです。

具体的にどう使っていくのか。今、購入するからにはある程度の具体的なビジョンが固まっ

ていると思うので、その辺りをもう一度ご説明してほしい。どういうときにどんなイメージ

で使っていくのか。 
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  休業要請に関しても、吉村知事が言って報道後に相談があったけれども、しようがなかっ

たなんです。しようがないのはしようがない、ああいうやり方をされる方なんでね。ただ、

今後ちゃんと抗議してくださいという質問でした。抗議してくれるんでしょうか。 

○議長（小山彬夫） 

  審議の途中ですが、２時50分まで休憩します。 

休   憩（午後２時３８分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再   開（午後２時５１分） 

○議長（小山彬夫） 

  休憩前に引き続き会議を再開します。 

  先ほどの佐々木議員の質問に答えてください。 

  本総合政策部長。 

○総合政策部長（ 本幸司） 

  特別定額給付金と高齢者生活支援給付金のホームレスさんの取扱いの件でございますが、

高齢者生活支援給付金につきましては、国の特別定額給付金と同じような取扱いでさせても

らおうと考えております。 

  それと、二重に払うことはないのかということなんですが、ホームレス等に確認しまして、

二重払いはないようにしたいと思います。 

  それと、休業要請支援金の知事等への提言なんですけれども、大阪府町村長会の会長を通

じまして、知事のほうに意見等を言ってもらうことになっております。もうしていただきま

したので、それでやっております。 

  以上でございます。 

○議長（小山彬夫） 

  湊教・育部長。 

○教・育部長（湊  浩） 

  先ほど、オンライン学習の内容等々についてのご質問でございましたが、今現在想定して

おりますのは、学校教職員によります授業風景をビデオ撮影していただき、そして購入する

パソコン等々で動画編集を行って、それの完成したものを学校のホームページ等にアップし

て、それを見ていただけたらなというふうな構想を持ってございます。 

  そして、今後も、先ほど教育長が申しましたようにＧＩＧＡスクールへつないでまいりま
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すので、タイミングがあるごとにそういった事前に今回購入させていただく分も活用してま

いりたいというふうに考えてございます。 

○議長（小山彬夫） 

  赤井部長。 

○健康福祉部長兼総合保健福祉センター長（赤井毅彦） 

  すみません、かなんぴあのほうなんですけれども、細かい数字で持っていませんけれども、

基本料金は基本的に使っていなくてもデマンド方式なので変わりません。電気も全く使って

いないかといいますと、こども園でありますとかうちのが入っていますし、設備の点検とか

プールのろ過器なんかも動かしていますので、多少は減っているかと思いますけれども、そ

んなには思っているほどは減らないんじゃないかというふうに思っています。 

○議長（小山彬夫） 

  湊教・育部長。 

○教・育部長（湊  浩） 

  学校でのおおよその水道料金、月額３校で合計いたしますと、昨年実績でございますが16

万円でございました。 

○議長（小山彬夫） 

  浅岡正広議員。 

○９番（浅岡正広） 

  先ほど中川議員からも少し出ましたが、消毒用の薬剤なんですけれども、先日の委員会で

も少し触れました。今回聞きたいのは、一番消毒液の中でどういったものが有効なのかとい

うのと、今回多岐にわたって予算を見てもらっているんですけれども、トータルでお幾らに

なるのかお聞きします。 

○議長（小山彬夫） 

  渡辺部長。 

○総務部長（渡辺慶啓） 

  今回、除菌液を各施設の管理ということで、施設で個別に計上させていただいています。

合計いたしますと208万円の金額となります。 

  以上でございます。 

○議長（小山彬夫） 

  赤井部長。 
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○健康福祉部長兼総合保健福祉センター長（赤井毅彦） 

  どういったものを購入するかということなんですけれども、手指の消毒液につきましては

一般的にはアルコール濃度が70％以上のものが有効というふうにされていますので、アルコ

ール濃度70％以上の消毒液を購入していきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（小山彬夫） 

  浅岡議員。 

○９番（浅岡正広） 

  先ほど 本部長からも、なかなか手に入りにくいというような話もありました。そこで、

先日もお話ししましたが、それらを製造できる機器というものが有効に今、出回っているみ

たいなんですけれども、先日、委員会では、行政から各施設へというような、自治体から配

られているところもあるという話をしていたんです。二、三日前の報道で、民間から自治体

へ向けてその液を供給できるというようなニュースも出ていました。 

  そこで、今回トータルしたら200万円を超すようなお金をかけるんでしたら、安価でそう

いう製造機械があるというふうな形でお聞きしておりますので、この予算は致し方ないとし

ましても、今後ノロウイルスとかほかのウイルスにも有効な液体を製造できる機械が今、安

価でありますので、その辺もご検討いただけたらなと思うんですけれども、行政側のお考え

を確認しておきます。 

○議長（小山彬夫） 

  本総合政策部長。 

○総合政策部長（ 本幸司） 

  アルコール類の件なんですけれども、私のほうから昨日、危機管理室長のほうに、民間で

次亜塩素酸水を配布しておられるところがございますので、そこにもらえるように申請して

ほしいと言って指示しているところでございます。まだその事業所からの結果は来ておりま

せんが、今申請しておりますので、その辺はよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（小山彬夫） 

  浅岡議員。 

○９番（浅岡正広） 

  有効であるというふうな認識を持っていただいているんでしたら、是非ともそういうよう

な形で、今回は民間さんに助けていただくようにされてもいいんですけれども、先ほども言
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うていますように安い金額で、こないに200万円も300万円もする機械と違うと思いますので、

本の消毒にも八十何万円の機械を購入されるんでしたら、そうしたところも含めて今後、教

育のほうでも同時に検討していただけたらと思いますので、これは要望しておきます。 

○議長（小山彬夫） 

  力武議員。 

○７番（力武 清） 

  全体的なこの予算に関しての質問をさせていただきます。 

  今回の補正予算に計上されています主なものは、１人10万円給付をやっていくということ

なんですけれども、当然、この予算を組まれるに当たって優先順位を決めての予算編成をさ

れたというふうに思っているんです。この編成に当たっての視点をまず第１点にお聞きした

いというふうに思います。 

  ２つ目ですけれども、先ほどもいろんな議員さんのほうから集まった給付金の、既にお隣

の千早赤阪村では始まっていますし、直近のＳＮＳを見ておったら84の自治体でもう給付が

始まっているんですよね。やはりスピード感が要求されるものにあって、その点でどこが違

うのかというところをお聞きしたいというふうに思っています。 

  ３つ目、マスクの配布は非常に住民の方には１人10枚ということで、タイムリーな施策で

喜んでおられます。しかし、その上で大いに言われている要望としては、家族の多い世帯あ

るいは障がいを持っているお宅、持病を持っているお宅、こういったところにはさらなる配

布の要望があります。そういったところにはどのように対応されていくつもりなのか、お聞

きします。 

  ４点目、今、新型コロナ感染で一番住民の方が不安がって、我々もこういう対応している

マスクの対応、感染症対策をいろいろやって、その一番の原因は、やっぱりワクチンの開発、

特効薬がないということでの心配事であると思うんですよ。そういった意味では、ＰＣＲ検

査がなかなか進んでいないと。欧米諸国に比べても日本は10万人当たり1.5みたいな数字が

出ていましたけれども、そんな中で、ＰＣＲ検査を南河内圏域関係の中でやはり首長さんが

早期に集まって南河内全域でセンターができれば、いろんな症状が出たときにはそこに検査

に行けるという安心感もあるんじゃないかなというふうに思っているんです。そういった申

入れをされているのかされていないのか、その辺りをお聞きしたいというふうに思います。 

○議長（小山彬夫） 

  渡辺総務部長。 
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○総務部長（渡辺慶啓） 

  今回の補正予算を編成するに当たりまして何を優先ということですけれども、基本的には

新型コロナウイルスの感染によって生活の困窮であるとか、そういった形で生活支援が必要

であろうということで、国がどういった制度を導入するか、あるいは府はどういったところ

に支援をするかといったところを鑑みながら、町でできることは何かというのを全体のいろ

んなバランスを見ながらさせていただいています。 

  生活支援として一律10万円国が出します。休業支援については府が100万円、50万円出し

ます。それ以外にも子育て手当には国が１万円出します。それ以外で町が単独としての支援

をできるところは何かということを、一番最初に町長のほうから１億円程度の予算規模で単

独でできることを考えたらどうというような指示も出ておりましたので、そういった中で町

としてできる分は何やということを考えながらいろんな施策を打ったということなので、基

本的にはコロナウイルスに絡む生活支援を主に考えているということでございます。 

○議長（小山彬夫） 

  本総合政策部長。 

○総合政策部長（ 本幸司） 

  特別定額給付金のスケジュールの違いについて原因は何やという質問やったと思うんです

けれども、私どものほうでも、ゴールデンウイーク明けに郵送される市町村、団体のほうの

数は大体把握しております。その団体につきましては人口規模の少ないような町村が多いよ

うでございまして、その理由につきましては、今回の申請につきましては世帯全員の氏名

等々を入力して送付するような形になっております。それを直接手打ちによる入力をされて

おったり、独自で職員さんがいてまして、それで作業をしているようなことによる時間の差

が生じてくるのかなというように考えております。 

  大阪府につきましても、ほとんどの団体につきましてはまだ送付ができていないというよ

うな状況になっておりますので、その辺、了解を願いたいと思います。 

  マスクにつきましては、非常に入手が困難な状況でございました。それでも１枚10円の10

枚入りのマスクを5,500袋購入することができましたので、区長さんを通じまして、広報と

同時に各世帯に１袋配布させていただきました。購入したマスクを概ね全部配布することに

なっております。 

  議員仰せのように、いろいろな方から配布の要望や意見等をいただいております。ただ、

まだ追加のマスクが購入できていない状況でございますので、今後この予算が通りまして、
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またマスクが購入できましたら、第二弾、第三弾のことを考えていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（小山彬夫） 

  赤井部長。 

○健康福祉部長兼総合保健福祉センター長（赤井毅彦） 

  ＰＣＲ検査の件でございますけれども、大阪府のほうもＰＣＲ検査を増やしていくという

ことで、各保健所単位になるんですけれども、ＰＣＲ検査をしていくという体制を整えてく

るように聞いております。 

  富田林保健所管内でも、管内の３医師会、富田林市、河内長野市、大阪狭山市の医師会の

人的な協力を得まして、そういう体制を取っていっているというふうに聞いております。た

だこれは、各病院で受けるというんじゃなしに、保健所の判断でしかるべきところに行って

検査を受けてという形になっております。 

  大阪府下でも、順次体制を整えて増やしていくというふうに聞いております。 

  以上です。 

○議長（小山彬夫） 

  力武議員。 

○７番（力武 清） 

  最初の予算の再質問をさせてもらうんですけれども、補正予算の総額を見ますと、17億

418万円という予算額は近年にない大きな予算ですよね、本当に。私も議員になって初めて

これだけ大型の予算を組まれていますけれども、実際に中身を見ますと、15億9,550万円ほ

どが国からの補助金なんです。93.6％ですよ、国からの補助金が。逆に言いますと、うちは

何ぼかというと１億866万円、6.3％しかないということなんですよ。ここのところが僕はち

ょっと不満なところなんです。 

  緊急性を要求するものであって、うちは３月に前町長も亡くなって選挙もやらなあかん、

いろんな準備があったにせよ、やっぱり住民生活を第一に考えていくならば、スピード感の

ところ、あるいは全体の予算の中で、うちの財政規模を見たときにこれでいいのかなという

ことなんですけれども、そこの評価をちょっと町長にやっていただきたい。 

  それと、今、職員さんが頑張ってＡ班、Ｂ班、２班体制でやられていますけれども、給付

との関係で体制が本当に、先ほどの答弁では20日前後というような話がありました。その体

制が保証できるのかというあたりをお聞きしたいということです。 
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  マスクの問題ですけれども、当初３月末ぐらいは対策委員会の中で、妊婦さんや病院ある

いは介護施設関係に災害対策の予備として確保しておったものを配られた、これは本当にい

い措置やったというふうに思うんですけれども、現在、うちに実際に配られた後どれぐらい

今残っているのか、お聞きしたいというふうに思います。 

  ＰＣＲ検査については、南河内医療圏域の中で是非これは町長を先頭に首長さんに頑張っ

ていただいて、オンラインでも何でもいいですから、医師会の協力を得て南河内でＰＣＲ検

査ができるように是非頑張っていただきたいというふうに思います。 

  ３点だけ再質問させていただきました。 

○議長（小山彬夫） 

  森田町長。 

○町長（森田昌吾） 

  予算ですけれども、全体の数字を見るとこういう数字になっているかと思います。確かに

国の10万円という給付の額がそれだけ大きな数字であるという、国のほうがどういう形で10

万円の給付を捻出したかというのも見ていただきたいと思います。ここは全体的に国債の発

行で対応しているかと思います。 

  町のほうは１億円という数字を出しているんですけれども、この数字が全体を見てパーセ

ンテージで少ないとそういう率でいうと、それは何％だったらいいのかという議論にもなっ

てくると思うんです。１億円という数字については、今現在、基金を活用して対応していき

たいという形で考えておりますけれども、全体としてやはり基金の保有高をどれぐらいにす

ればいいのか、どれぐらいで保つかというバランスもあります。 

  ただ、今回のコロナも一つの危機、災害であるという観点から、これだけの対応を急遽し

なければならないと。通常の大雨とか台風とか地震とかについても当然ながらこういう対応

をするんですけれども、今回は、やはり災害でも通常考えられる災害とは少し質が異なって

いるような感じがあります。ただ、全体としてやはり危機管理、危機ですので、国も災害と

同じような支援策をやっていただきたいというのが私の希望でございます。 

  現在のところ、町単独でこれだけまずやってみようと。ただ、いつ終息するかがまだ疑問

である。もう終わって、災害であれば、台風が通過すればそれ以上の災害、二次災害は当然

考えられますけれども、それ以上の大きなものは通常考えにくい状況になる。ただ、今回の

場合はこれからまだ先も考えなければならない事象が起こり得る可能性がゼロではない、ゼ

ロよりも高いんではないかという推測の下に、今回この形を取らせていただきました。 
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  １億円という数字も、はっきり言いまして今までにない数字だというふうに理解しており

ますので、その点は理解していただきたいと思います。 

○議長（小山彬夫） 

  本総合政策部長。 

○総合政策部長（ 本幸司） 

  Ａ、Ｂ班体制のことでございますけれども、５月１日付で特別定額給付金給付事業プロジ

ェクトチームを立ち上げていただきまして、部でいいますと総合政策部、総務部、住民部、

健康福祉部、教・育部、会計課、横のつながりを持って作業させていただこうということで、

総勢Ａ班10名、Ｂ班10名の各20名でプロジェクトチームをつくって、できるだけ早急に給付

できるように体制を整えさせていただきました。 

  ２点目のマスクの現在の枚数でございますが、新型コロナウイルスが始まる前のマスクの

備蓄枚数は１万枚ございました。それで、妊婦さんとかケアハウス、老人ホームとかいろい

ろな施設等に配布いたしまして、現在のところ、残っておりますのが2,200枚でございます。 

  以上でございます。 

○議長（小山彬夫） 

  力武議員。 

○７番（力武 清） 

  最後の質問となります。 

  町長が１億円評価してほしいということなんですけれども、基金の活用と言うてはります。

もう少し突っ込んで言いますと、うちは財政調整基金11億7,700万円貯金があるわけです、

財調だけで。その関係で言うたら9.2％、基金全体で25億円何がしありますけれども、ここ

との評価で見ますと4.3％ですよ、今回、１億円の評価は。基金というのはどういった性格

のものかと言えば、やっぱり非常時のために町が今まで一生懸命こつこつためて、入り用が

あればいざというときに、こういうときに使うというための基金じゃないんでしょうか。住

民の苦難に応えてこそ生きたお金の使い方じゃないんですかということを言いたい。この評

価をお聞きしたい。 

  もう一点、各自治体で毎日いろんな情報が入ってきますけれども、支援策を打ち出されて

います。そうした中で、本町の今回の補正で組まれていないものを幾つか指摘したいと思い

ます。 

  高校生、大学生、専門学生に対する授業料、学費などの支援はいかがされるのかというこ
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とと同時に、妊婦さんに対する支援策が必要かというふうに思っているんですけれども、こ

れは次の補正で組まれるのか、その辺りの方向性をちょっと考えていただきたいと思うんで

す。いかがでしょうか。 

  教育委員会に最後、聞きます。 

  休校が続き、自宅待機で長くストレスがたまっています。運動不足が懸念されるところで

ありますけれども、ストレス解消、運動不足解消に向けた取組を自宅で何かできないだろう

かということで、いろんなスポーツマンがＶＴＲとかいろんなメディアを使ってやっていま

す。児童生徒にも10分、15分、30分、自宅でできるようなことを奨励するようなことはでき

ないだろうかという提案ですけれども、その辺りの見解を求めたいと思います。 

○議長（小山彬夫） 

  森田町長。 

○町長（森田昌吾） 

  予算規模の問題が多分出ていたと思うんですけれども、基金の数字については、当初予算

のときに議会のほうにお示しした数字をご提示いただいたと思います。実際のところ、基金

をどれぐらい持っておれば大丈夫なのかというのは、議論はいっぱいあると思います。ただ、

いろんな事象に備えるために財政調整基金というのは11億円程度今持っている。これを一回、

どれぐらい使っていいのかというところで、使うことは可能だと思いますけれども、使えば

その分のまた補塡策を考えないかんと。だから、使って回収する見込みを立てなあかん。そ

ういう点から考えると、今回の予算編成が精いっぱいのところで今頑張ったというふうに理

解いただきたい。 

  ただ、これ以上もあるということは想定していかなければ、今回は無理だなと。ただ、次

にどれだけのものを出さなあかん、出す必要があるのか、いや何もしなくてもいいのかとい

うのは今後の動向を見ないと全く分からない状況ですので、だから、先ほど２問目でありま

したように、次で何が出てくるとかそういうことは、今、一回終息のような形に見えていま

すけれども、北海道のように第２波が来るとか第３波、第４波というようなそういう報道も

ありますので、一概に今の状況をどう見てどう判断するかというのは、国、それから大阪府

なんかの専門家を入れたところでいろいろ判断する材料をいただけるかと思います。それを

見た上で当然判断していく必要性があると思っていますので、次の段階がどうなのというの

はいろいろ申し上げられませんけれども、多分これで終わりではないんではないかという、

そういう予測の下に今回、予算を編成させていただいたというふうにご理解いただきたいと
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思います。 

  それから、学生さんの話が出ましたけれども、学生さんについては国のほうでも政策を打

っておられるかと思います。今、各大学で一時的な給付金とかそういうふうなものも打ち出

しがされておりますけれども、あれは、ある程度国のほうの政策も受けての話だと理解して

おります。 

  ただ、大学生、それから高校とか専門とかいろいろあると思うんですけれども、今年の４

月から高等教育の無償化の一部が始まっているかと思います。これは、経済対策の中で去年

の消費税の10％引上げの段階で、保育園の保育料の関係とかその部分で今年の４月から始ま

るということで高等教育の無償化、当然これは所得制限とかがあるんですけれども、そうい

うようなものもありますので、国の政策のほうで一部そういう対応はされているというふう

に考えており、町のほうは、国・府が考えている、そこでどういうところに手を差し伸べた

ら住民の皆さんの助けになるかということを考えた上で今回予算編成をしたということで、

ご理解いただきたいと思います。 

○議長（小山彬夫） 

  湊教・育部長。 

○教・育部長（湊  浩） 

  教育委員会のほうに質問いただきました。連休中におきましても事務局と学校長がいろい

ろ連絡を取り合いながら、そして昨日、臨時校長会でいろんな子供たちの対策についても話

をしました。学校現場のほうは、子供たちの命と健康を守るために今どうすべきなのか、何

をしてあげるべきなのか、何を指示すべきなのか、本当に真剣に考えてくれています。 

  今回、臨時登校日が始まりますけれども、例えば中学校の場合においては、１日ずつ１学

年ずつずらして登校日を設定する、その設定した登校日は子供たちをどこで受けるのかとい

うと、運動場で受けたいと。教室ではまず三密状態になるおそれがあるんで、グラウンドで

そういうような受け方をして、指示をして、連絡すべきことは連絡し、渡すものは渡してま

ずは解散したい。次の週からは10人から15人程度の状態をつくって各教室で分散指導すると、

このように本当に子供たちの命と健康を守るための取組に誠意を尽くしてくれています。 

  今、ステイホームということで、家にいなさい、集団で遊ぶな、公園に集まるなというよ

うな本当に子供たちにとっては厳しい環境の中で、子供たちのストレスも相当たまっている

と思います。臨時登校日を活用して、子供たちに対してそういう心のケアも含めて、今、子

供たちとしての在り方をまた各教職員のほうから指導、指示していただけるように教育委員
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会からも申し伝えたいと思います。ありがとうございます。 

○議長（小山彬夫） 

  谷議員。 

○５番（ 谷 武） 

  これは補正予算なんですけれども、町単費では１億円ということなんです。これ、東京に

次いで大阪が本当に危機を持って、吉村知事も毎日毎日危機を持ってやっている。何か河南

町だけ他府県の河南町みたいで、ほんまに危機感を持っているんかなと。１億円で済むんや

とか、もっとやらなあかんのと違うかなと思うんやけれども、これ、本当に市内では患者が

いっぱいいて、病院もパンク状態。他府県の少ないところ、鳥取とかそういうところと一緒

にしてるん違うかなと、こんなの議事録に載ったらおかしくなるけれども、抹消してくれた

らええけれども、後で。 

  そこら辺ちゃんとやってもらわな、それでＡ、Ｂと分けて職員は出てくる。自分らの危機

管理はきっちりやっている。議会でも、出てけえへんから出てきてくれというて頼んだぐら

い。人事も昨日決まったところやと。全然本当に考えているのか。 

  よその自治体は休みを返上してやる。河南町は祭日はきっちり休んでやっている。それで

臨時議会をやっている。森田町長はコロナと一緒に誕生したみたいなものやから、もっと考

えてやらな、マスクも今、値段が下がっておる。アマゾンでももう出ておる、今。そしたら、

10枚ずつこの間ずっと回っていたら、言わはったわ。大事に使うてる、10日使うてる。これ、

おかしいやろ。買ってまけるものはまいたらええねん。10枚で終わりか、それやったら。 

  今、60円出したら何ぼでも入ってくる時期や。そやから、かえって不衛生になっておる。

今、国からマスク２枚がまだ来えへん。それやったら今もっと森田マスクをまいてくれたら

ええやん、これだけ評判がええんやから。 

  今、力武議員も言った妊婦さんとか障がい者のあれとか、要望は要望で、2,000枚あった

らそこにすぐ持っていったらいいねや。町まで来て要望してはるのに2,000枚何を残してお

るの。 

  これ、予算やけれども、31日まで延びておんねん。日々やらなあかん。日々対策がほんま

や。河南町は大阪や。そこら、全然危機感がないよ。ぼかし過ぎる。 

  水道料金４か月分、今、府水も値段を下げるというている。あちこちの市町村から要望書

出している。それ、河南町は府水の水を買うているんやけれども、要望を出してるのか出し

てないのか、聞かせてくれ。 
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  日々会議してやらなあかん。ＡやＢや分けている場合と違うやろ、部長やったら。町長が

誕生したら一番先に人事をこしらえて、部長だけでも寄って毎日どうやこうやと、大阪やね

んから。もう何か府で決まったことを来月から１人ずつ週２回で行きますと。言うたことを

そのまま言うてるだけや。その辺どない思うんや、町長。 

○議長（小山彬夫） 

  森田町長。 

○町長（森田昌吾） 

  いろいろご指摘いただいているわけですけれども、いろんな点でコロナについては、河南

町で当然、毎日私のほうは、どういう状況になっているか、どういう検査の人がどういう保

健所というか、そういう相談センターに連絡しておられるかというのは全然分かりませんの

で、日々どういう状況になっているかというのは確認しながら、当然ながら保健所からの連

絡もすぐに入ってくるようになっているんですけれども、日々気にしながら毎日過ごしてい

ると。それで対応していかなければならないと。 

  ただ、確かに１人町内で出ていますので、その方のケアは必要やということで、私のほう

から申し上げていますのは、当然その方が生活できるかどうか、それから家族の方のケアも

必要なんで、困っていることがないのかということはすごく心配で、担当部署を通じてそう

いうことは聞けないのかということは常々申し上げて、保健所を通じて、発症した本人さん

か家族の方に確認していただいたら、そういうことは十分親戚の方で対応しているというお

話でございましたので、それ以上のことはやっていないんです。 

  事象として、大阪府内でどれだけ感染、市内が多いというのは確かにあります。周辺部、

特に南河内地域になってくると北摂に比べると少ないというような、こういう事象がありま

すけれども、今、大阪に当然ながら通勤される方もいらっしゃいますし、昔に比べると移動

の範囲はすごく広いというふうに考えます。ただ、全然心配していないというか、危機意識

を持ってやっていないというわけではないというのはご理解いただきたい。 

  ただ、そういう対応をするために、いろんな人事も含めて今の体制を維持した上で対応し

ていこうというふうに、当面４月に入った段階では対応しようと決めたので、人事について

は少し遅れているというふうなことになっているのは致し方ない部分もあると思いますけれ

ども、ご理解いただきたいと思います。 

  ただ、額で少ないか多いかという議論もありますし、全体として町の職員を２班体制でや

っていると。２班体制でやっている段階では、勤務体制としては土日も含めて職員は全員交
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代で出勤しているという体制を組ませていただいております。ただ、土日に窓口を開けてい

るわけではない、それはありますけれども、仕事量としては、全体として住民の皆さんが生

活していく上で必要な事務はこなしながら、職員に対しては隔日勤務ですので当然ながら今

まで生活のリズムも崩れますし、そういうような点ではすごく無理強いというか、しんどい

思いもさせている部署もあるかと思います。それは協力して職員も頑張ってやってくれてい

るというふうに理解しておりますので、議員の皆様もご理解いただきたいというふうに思っ

ております。 

  これで終わりかという議論がありますので、これで終わりではないんではないかという予

測の下に今後対応していきますので、皆様方のご協力をよろしくお願いします。 

○議長（小山彬夫） 

  渡辺部長。 

○総務部長（渡辺慶啓） 

  企業団水のほうで用水を供給しているわけなんですけれども、受水費用を引き下げるよう

要望はしております。 

  以上です。 

○議長（小山彬夫） 

  谷議員。 

○５番（ 谷 武） 

  是非、府水を下げるという答えが出た場合、河南町でも水道料金にそこらを反映するよう

によろしくお願いします。 

  午前中、議員が皆寄って議員提案して皆賛成して通ったんやから、そこら辺もよく考えて、

応援しているんやから、町長、教育長に対して。ほんまに今、河南町だったら人口が少ない

から、パソコンを配布してオンライン教育は河南町やったらすぐできると思う。そやから、

そういうのを今やるべき時やから、予算も河南町民のお金なんやから、職員が振り回してど

ないしてするお金やないんや。河南町民のお金や。 

  今、世界中がコロナや。災害やったら、熊本地震や台風やというて地区地区の話やけれど

も、世界中なんやから、ちゃんと今のうちにやらな、いつやるねんということや。今でしょ

う。そやから、それは教育長、そこらはもうぱぱっと河南町でやれるところやと思うんや、

キャパ的に。それを一遍ちょっと答えて。 

○議長（小山彬夫） 
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  新田教育長。 

○教育長（新田晃之） 

  おっしゃるとおりで、今だと私も思っています。そういう意味で、今１人１台パソコンの

予算化も国のほうに申請をしていまして、内示をいただいたいう連絡を受けています。そう

いう形では準備を進めていきます。 

  今、この５月、６月でどうのこうのというような形には、とても体制は取れないと思いま

す。今、世界でパソコンの生産が止まっている環境、もう日本中で先ほどのＧＩＧＡスクー

ルの構想がスタートするという中で、本当に物がどれだけ整うのかというのも現実の問題と

してあります。そういう中であったとしても、先ほど議員のほうからもご質問があったよう

に、オンラインスクール、ＧＩＧＡスクール、こういうような環境整備は次代に向けて取り

組んでいく必然性があるというふうに認識していますので、またいろいろとご協力よろしく

お願いしたいと思います。 

○議長（小山彬夫） 

  谷議員。 

○５番（ 谷 武） 

  お願いします。 

  最後に、マスクを配ってほんまに全町民が喜んでおられます。そやけど、それを10日も１

週間も使い回しするんやなしに、はっきりこれは１回きりですよと、洗って使えるものと違

うし、それを言うておいてやらな、また違うウイルスが発生するという原因になるよってに、

不衛生の部分もよく考えて、喜んでいるからやっぱりまいてやってほしい。そやから、役場

までわざわざ要望に来た人には渡してやったらええ、それぐらいの気持ちでよろしくお願い

しますわ。返事をもらおうか、町長に。 

○議長（小山彬夫） 

  森田町長。 

○町長（森田昌吾） 

  確かに、マスクなんですけれども、いろんなところにないかというのは私も常々言ってお

ります。まとまったものが欲しいのは欲しいです。それは金額との兼ね合いもあるんですけ

れども、マスクと消毒液というのは必要不可欠なものというふうに考えておりますので、何

かまたこういうふうなところで購入できそうなところがあれば情報提供いただけたらという

ふうに思います。 
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  いろんなところに要望というんですか、この前も全世帯に配って、妊婦さんにも10枚プラ

スしてお配りしました。各施設で足らないところはないのかということを聞いて、配れるだ

け配ろうと。今持っている在庫を当然ながらゼロにして、危機的なときに全然対応できない

という部分もあるんです。今、何枚持っていたらいいのかという議論もあるんで、必要なと

ころには必要な分を当然前倒しでどんどん出していかなあかんよという話は常々言っており

ます。その都度対応していきたいというふうに思います。 

○議長（小山彬夫） 

  大門議員。 

○２番（大門晶子） 

  １点だけ教育委員会のほうにお伺いしておきます。 

  今、時代の要請を受けてオンライン授業の環境整備を図っていくというふうなお話でした。

今、近つ飛鳥小学校でもかなん桜小学校でもホームページを本当に充実していただいて、子

供たちが宿題できるような環境を整えてくださっているというのは理解しています。それは

とてもありがたいことだなというふうに思うんですが、保護者の負担というのがとても大き

くなっています。 

  それと同時に、今やっぱり河南町は統合して、子供たちは子供たちの触れ合いの中で、先

生方との触れ合いの中で人間として成長していくという、そういうふうな道を選んで進んで

きたわけであります。それがオンライン授業のほうに切り替わっていく、まだ当面先のこと

かも分かりませんが、これからコロナ禍が終息していかない中では、それも先を急いでいく

必要もあろうかと思います。 

  教育長としては、オンライン授業の教育効果というふうなものをどういうふうに受け止め

ておられるのかということと、先生方をどういうふうに教育委員会としてサポートしていこ

うとお考えなのかということをお伺いしておきたいと思います。 

  それから、 本部長に、先ほど力武議員の答弁漏れがあったものの答弁をお願いしたいと。

皆、おうちの中で運動不足になっているというふうなことで答弁がなかったように思うんで

すけれども、それをいただけましたか。したの。じゃ、いいです。 

○議長（小山彬夫） 

  あったのと違うかな、子供の体操をさすの。 

  新田教育長。 

○教育長（新田晃之） 
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  これからの教育の在り方というような話をご質問いただいたんですけれども、例えば2020

年に小学校の指導要録が変わります。この中で、先ほど来から出ています、今回文部科学大

臣がやかましく言っていますＧＩＧＡスクール構想というのも一つにあります。これは、子

供１人に１台のパソコンを与えて、オンライン授業を含めたそういうようなＩＣＴ環境の中

での教育を進めていこうという内容、これはグローバル化になっていく世界のスタンダード

の教育のスタイルであるというように言われています。まさに、その指導要録に沿ってこれ

から小中学校共に進められていきます。 

  ただし、学校は塾でもないし、また特殊な私学でもありません。いわゆる市町村学校の公

立学校の役割というのは、そこは十分認識していかないといけないと思います。子供たちは

集団で学ぶこと、また先生方との交流、それからいろんな子供たちとの学び合いの中で成長

していくというような環境がありますので、そういうような視点も忘れず、組立てを考えて

いく必要があるというふうに認識しています。 

  だから、一方でＩＣＴの環境整備、それから公立市町村学校としての役割、その辺の兼ね

合いも考えながら学校教育を進めていきたいというふうに思っています。 

  確かに、これまで教職員のほうにつきましても、まだＩＣＴの内容というのはこれからス

タートしていくというところはあります。ただ、将来的にはというか、今までもＩＣＴの環

境というのは言われてきていますので、独自で先生方自身で研修、学習、自習的に学んでお

られる方もおられますし、一方で教育委員会のほうからも、そういうような研修の場も設定

しています。 

  それから、まず校務支援という内容で学校のＩＣＴ化を進めてきました。去年に構築しま

して、今年はその運用に向けた準備を進めています。まず校務支援システムの導入と、それ

から引き続いてＧＩＧＡスクール構想へのつなぎ、その中で、教職員の研修も含めてそうい

うような環境整備を進めていきたいというふうに思います。 

○議長（小山彬夫） 

  大門議員。 

○２番（大門晶子） 

  そしたら、教育委員会のほうの取組というのは理解できるんですけれども、今度、保護者

とか各家庭はどういうふうな環境を整えていく必要があるのかということを教えてください。

オンライン授業が進んでいく中で、これから保護者の皆様方がどういうふうなことをやって

いけばいいのかということを教えてください。 
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○議長（小山彬夫） 

  新田教育長。 

○教育長（新田晃之） 

  実は２月だったですか、教育長の会議という、南河内の教育長が集まっていろんな情報交

換をする場があるんですけれども、この中で今の話が出ました。今オンライン学習の話を進

めている中で、一体子供たちのご家庭のＩＣＴ環境が今どのレベルにあるのかなというのが

一つ問題になるねという話が出ていまして、ある市町村においてはアンケート調査をしてみ

ようかなと。いやアンケート調査は難しいでとか、正直そんな議論がなされています。 

  現にこれを実施しようとすれば、一定のご家庭のＷｉ－Ｆｉの環境とかインターネット環

境とか、そういうものは知る必要があるのかなと。現に、ほとんどの家庭はそういうスマホ

もしくはパソコンの環境は基本的にはあるというように聞いているんですけれども、まだ具

体的な調査というか、アンケートは今のところ実施いたしていません。ちょっとまだ確認が

できていないというのが現状です。 

○議長（小山彬夫） 

  大門議員。 

○２番（大門晶子） 

  保護者の方には、おうちのほうで子供たちを見られる環境にあるというおうちもあります

が、それ以外にもパートで働いておられる方とか、そういうふうなご家庭もありますよね。

両親がおられなくて、おじいちゃん、おばあちゃんがお孫さんを育てているという環境もあ

ります。そういうふうな中で、いろんなものの環境を整えていくということと、家庭環境と

いうのは子育ての中で保護者というか、周りの人間がどういうふうに関わっていくのかとい

う観点も実は重要視していかないと、同じように同じものをそろえたとて、子供たちがそこ

で勉強できるという環境にはなっていかないというふうに私は思うんです。それについて、

もう一点だけ教えてください。 

○議長（小山彬夫） 

  新田教育長。 

○教育長（新田晃之） 

  先日も、松井市長の話だったと思うんですけれども、まずは市立の高校から整備しないと

というようにおっしゃっていたと思います。やはり双方向での学習というのは、今まだ小学

校低学年レベルでは、非常にまだまだ慣れない中では難しいのかなというふうに思っていま
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す。その適正な年齢がどこなのかというのを、その環境の度合いも含めてこれからやっぱり

我々もしっかりと研究していかないといけないのかな。与えて、過度に十分な効果が出ない

というような結果であってはいけないと思いますし、そういう意味では、ちゃんと効果が出

るような対応も考えた上で取り組む必要があるというように認識いたしています。 

○議長（小山彬夫） 

  ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小山彬夫） 

  ないようですので、質疑を終結します。 

  次に、討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小山彬夫） 

  ないようですので、討論を終結します。 

  これより採決を行います。 

  本案を原案どおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛 成 者 起 立〕 

○議長（小山彬夫） 

  起立全員と認めます。よって、本案は原案どおり可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  日程第16 議案第４号 令和２年度河南町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）を議

題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上野住民部長。 

○住民部長（上野文裕）（登壇） 

  それでは、議案第４号の説明をさせていただきます。 

  補正予算書の19ページでございます。 

 

    議案第４号 

令和２年度河南町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
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令和２年度河南町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ120万円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ18億1,261万８千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

      令和２年５月８日提出 

                             河南町長 森 田 昌 吾 

 

  めくっていただきまして、20ページでございます。 

  「第１表歳入歳出予算補正」。 

  歳入。 

  （款）国庫支出金、（項）国庫補助金で120万円を追加いたしまして、歳入合計を18億

1,261万８千円とするものでございます。 

  次に、21ページの歳出でございます。 

  （款）保険給付費、（項）傷病手当金で120万円を追加いたしまして、歳出合計を18億

1,261万８千円とするものでございます。 

  次に、歳入歳出補正予算事項別明細書でございます。 

  26ページの歳出からご説明をさせていただきます。 

  （款）保険給付費、（項）傷病手当金、（目）傷病手当金、（節）負担金補助及び交付金

で120万円の追加でございます。これは、先ほどご可決賜りました国民健康保険条例の改正

に伴う給与等の支払いを受けている国民健康保険被保険者が、新型コロナウイルス感染症に

感染または疑われる場合で労務に服することができず、給与等の支払いを受けることができ

なかった場合、給与の約３分の２を手当として給付するものでございます。 

  戻っていただきまして、25ページの歳入でございます。 

  （款）国庫支出金、（項）国庫補助金、（目）傷病手当金補助金、（節）傷病手当金補助

金で120万円の追加です。歳出で説明いたしました傷病手当金は、全額この補助金で賄われ

ます。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議の上、ご可決
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賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小山彬夫） 

  提案理由の説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小山彬夫） 

  ないようですので、質疑を終結します。 

  次に、討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小山彬夫） 

  ないようでございますので、討論を終結します。 

  これより採決を行います。 

  本案を原案どおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛 成 者 起 立〕 

○議長（小山彬夫） 

  起立全員と認めます。よって、本案は原案どおり可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  日程第17 議案第５号 令和２年度河南町水道事業会計補正予算（第１号）を議題といた

します。 

  提案理由の説明を求めます。 

  渡辺総務部長。 

○総務部長（渡辺慶啓）（登壇） 

  それでは、提案理由の説明をさせていただきます。 

  別冊になっております令和２年度河南町水道事業会計補正予算（第１号）でございます。 

  １ページをお開きいただきたいと思います。 

 

    議案第５号 

令和２年度河南町水道事業会計補正予算（第１号） 

（総則） 
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第１条 令和２年度河南町水道事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。 

（収益的収入及び支出） 

第２条 予算第３条の収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 収入。 

 第１款水道事業収益、既決予定額４億3,068万５千円、補正予定額582万７千円、

合計４億3,651万２千円。 

 第３項特別利益、既決予定額０円、補正予定額582万７千円、合計582万７千円。 

 支出。 

 第１款水道事業費用４億5,031万３千円、補正予定額1,281万９千円、合計４億

6,313万２千円。 

 第３項特別損失、既決予定額30万円、補正予定額1,281万９千円、合計1,311万９

千円。 

      令和２年５月８日提出 

                             河南町長 森 田 昌 吾 

 

  めくっていただきまして、３ページでございます。 

  令和２年度河南町水道事業会計予算説明書でございます。 

  まず、収益的収入でございます。 

  （款）水道事業収益、（項）特別利益、（目）その他特別利益、（節）新型コロナ対策に

よる損失の助成といたしまして582万７千円、水道料金を２期４か月分の基本料金の全額減

免に対する２分の１相当分について、町からの助成金であります。 

  次に、収益的支出。 

  （款）水道事業費用、（項）特別損失、（目）その他特別損失、（節）新型コロナ対策に

よる水道基本料金２期４か月分の減免として1,281万９千円でございます。 

  以上、説明とさせていただきます。よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いしま

す。 

○議長（小山彬夫） 

  提案理由の説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 
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  力武議員。 

○７番（力武 清） 

  この提案そのものについては別に反対するものでも何でもないんですけれども、私どもは

超党派で、基本料金よりも今の在宅自粛の中で在宅者が多いと。特に内食をされる方が多く

なっている。外食は禁止あるいは自粛されている中で、水道量を使う家庭が増えているとい

う中で、全世帯に何が一番効果がある減額や減免やということで、 谷議員や佐々木議員、

河合議員と共に町長に直談判をさせていただきました。 

  しかしながら、回答は基本料金の４か月、それは視点が若干違ったとしても効果はあると

思うんですけれども、基本料金としたものは根拠は何なのか。根拠というよりも、使用料が

増えたのに対して我々は料金を２か月でも減額なり無料にできないかと言って申入れをさせ

ていただいたんですけれども、その辺りの評価を下した過程というか、ここに至る根拠はど

ういう結果の下で結論を出されたのか、お聞きしたいというふうに思います。 

○議長（小山彬夫） 

  渡辺総務部長。 

○総務部長（渡辺慶啓） 

  今回、水道料金の減免を検討するに当たりまして、ほかの市町村等も参考にさせていただ

きましたけれども、基本的には基本料金の減免が大多数でございました。 

  基本料金と従量料金があるんですけれども、従量料金はあくまでも使用した水量に対して

の費用になってきますので、物を買ったらお金がかかるのと一緒で、そこの使用した分につ

いてはやはり支払いをしていただいて、全世帯に一律にある基本料金のほうについて減免を

しようというふうに考えた結果でございます。 

  以上です。 

○議長（小山彬夫） 

  力武議員。 

○７番（力武 清） 

  もういいです、私は。 

○議長（小山彬夫） 

  中川議員。 

○８番（中川 博） 

  今回の対応、大阪府下でほとんどが基本料金をやっていただいてということで、それは理
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解するんですけれども、今回、コロナ対策ということで特別損益で計上しているわけなんで

す。そう考えましたら、収入のほうも特別収益で全額補うのが普通だと思うんです。 

  例えば、このような形でしたら、水道の予算において水道会計においてマイナスになって

いくわけです。今後やっぱり水道料金の値上げ等に関係するときに、この部分について影響

が出てくると思うんですね、水道企業会計の内容的に。そう考えたら、今回はコロナ対策の

特別な措置ということで特別損益で1,281万９千円上げているということは、特別利益で同

じ金額を導入するというのが通常の考えじゃないかなと思うんですけれども、その辺の対応

でこうなったいきさつというのをお聞きしたいと思います。 

○議長（小山彬夫） 

  渡辺総務部長。 

○総務部長（渡辺慶啓） 

  基本的に、ほかの団体でも水道料金の値下げについて、一般会計で満額支援しているとこ

ろもあれば、もう水道事業会計の中で全額減免している、一般会計の繰入れをしていないと

いうところもございます。基本的には、水道は事業なので、その収入をもって支出に充てる

ので、経営の独立からいうと、本来一般会計から繰入れをするのはちょっと違うんですけれ

ども、今回コロナ対策ということで折半をさせていただいたと。 

  おっしゃっているように全額一般会計繰入れという団体もございますが、今回は水道の独

立採算の経営とコロナ対策で公費を半分入れるというところで、50％ずつという形でさせて

いただいたということでご理解いただきたい。 

○議長（小山彬夫） 

  中川議員。 

○８番（中川 博） 

  独立採算と言いましたが、水道企業は今赤字なんでしょう。ということは、そういうよう

に支出する余力がないわけなんですね。そう考えたら、今回、緊急のコロナ対策としたら一

般会計で全額を特別収益ということで入れるのが通常の考え方。それは各市町村によって違

うと思いますけれども、河南町はやはりそういう考えが必要じゃないかなと思うんです。回

答できるんでしたらしてください。 

○議長（小山彬夫） 

  渡辺総務部長。 

○総務部長（渡辺慶啓） 
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  確かに、水道事業で今回、単年度で赤字決算が続いております。水道の事業会計で100％

の減免を行っているところというのは、やはり大きな自治体で水道事業経営がうまいことい

っているところは、水道事業会計だけでやっているところもございます。 

  議員仰せのとおり、全額を一般会計で繰り入れるという考えもございますけれども、今回

は折半という形にさせていただいたということでご理解いただきたいと思います。 

○議長（小山彬夫） 

  佐々木議員。 

○４番（佐々木希絵） 

  これもコロナ対策の一環で、全般的に河南町はすごくコロナ対策をマスクも含めてよくや

ってくれていて、私、ゴールデンウイーク期間中５日間毎日、辻に立っていても、そういう

話をしたらすごく喜んでくださっているんです。というのが前提なんですけれども、住民の

声は住民の声なので言いたいんです。 

  マスクもなんですけれども、基本料金もなぜ世帯単位なんですか。世帯が多い家も少ない

家もある中で、マスクは10枚、基本料金は一律で、国でやられている10万円だって１人10万

円だけれども、世帯主が申請して世帯主の口座に振り込まれるんですよ。家庭内のパワーバ

ランスが著しく違う家庭とかもたくさんあって、ＤＶとかね。前の橋下徹さん、知事やった

り市長やったりした人だって、うちは90万円あるから全部返します、受け取りませんとか、

本人は10万円しかないのにあたかも90万円が自分の判断基準の中にあるような発言をしたり、

世帯単位というのは、こういうときはまず早急にやろうとしたときにこれしか取りあえず手

がなかったのかもしれないけれども、ちょっと立ち止まって一考できなかったのか。 

  何で、もう国で10万円出てしまったり、世帯主でと言ってしまったからしようがないけれ

ど、世帯にマスク２枚とか出ちゃったから町もそれに追随してという形かもしれないんです

けれども、やっぱり世帯単位って変ですよ。その辺り、町長どう考えていますか。 

○議長（小山彬夫） 

  森田町長。 

○町長（森田昌吾） 

  いろいろあると思うんですけれども、世帯というのは一つの家族かな、そういうふうにな

っている。当然ながら未成年の方もいらっしゃいますね、家族に。当然、その未成年の方も

個人的人権もあるから個人個人はあるんですけれども、判断能力できる年齢がいつからかど

うかというのもありますし、そういうような点で今、国のほうの考え方も、世帯主が申請す
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る、世帯主が親権者であるという、そういうような考えの下に子供さんとか未成年の方の代

行をするような、そういう仕組みでつくっている。でないと、１人ずつ親権をつくったりと

か代理をつくったりとかいろんなことが想定されるので、そういう形を取っているのかなと

いうふうに自分自身では考えています。 

  いろんなときに、水道料金も当然、１人ずつ水道の線を引いているわけじゃないので、世

帯で１本引いてはるので、当然ながら世帯に請求が行って世帯で一つの支払い、減免という

ことになろうかと思いますけれども、いろんなところで世帯でやるというのが正しいかどう

か、個人的に１人ずつやるのも正しいかもしれませんし、それは個々判断していく必要があ

ると思います。マスクもそうですけれども、絶対数の問題もありましてそういう形で迅速に

配れる方法はないか、経費もかけないで配れる方法はないかといろんなことを考えた上での

配布ということで、マスクのほうは理解していただきたいと思います。 

  あと、世帯主の考え方については、個人的な見解ですけれども、そういう形でございます。 

○議長（小山彬夫） 

  佐々木議員。 

○４番（佐々木希絵） 

  個人的といっても、それが町長の考えなので町の考えになるわけなんです。 

  マスクとかは配りやすい世帯単位でとか分かるんですけれども、水道料金は基本料金だけ

じゃなくて、使用料も例えば10％、20％オフにしていたら、それが一番家族構成に応じた形

で支援しやすいポイントなんです、水道料金の使用料は。そやのにやらなかったのは、本当

に何か個々を軽視しているようにしか見えないんです。 

  もちろん、基本料金も無償にしていただくのはすごくありがたくて、住民さんも喜んでい

るんやけれども、世帯というのがすごく引っかかっていて、特に女性とか未成年の意見があ

るような子やったらすごく不満を持っていますよ。 

  なので、今後何らかのコロナ対策とかをされるんであれば、ほんまは水道料金だって使用

量に応じてやってほしいけれど、あるんであれば何か世帯じゃなくて個々でというような方

向でやってもらいたいと思うんです。その辺りは玉川理事、どうでしょう。 

○議長（小山彬夫） 

  玉川理事。 

○地方創生特命理事（玉川英資） 

  個人的な意見は個人的な意見として、今までいろんな制度が世帯単位を前提につくられて
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いるものが多いと思うので、こういう危機のときに新しい概念を利用すると、どうしても現

場が混乱したり、やるのに時間がかかったりということがあると思うので、ある程度世帯単

位でやりつつ、さっき佐々木議員が世帯と個人のずれという例の中でＤＶの話をおっしゃっ

たと思うんですけれども、そういうふうに明らかに世帯単位を押し通すとおかしいよねとい

うものについては、今回例えば特別定額給付金でも、これは世帯主が申請してきてもその人

に渡すんじゃなくて、ＤＶを受けている方が避難されている自治体から渡すみたいにされて

いるものもあると思います。 

  実際どこまでできるかというのは難しい面がいろいろあると思うんですけれども、危機時

のときに平時と違う考えをいきなり入れてうまくいくのかというところと、あと、やると決

めたらあえてやらなきゃいけないですよねというバランスの中で考えていくしかないのかな

というふうに思います。 

○議長（小山彬夫） 

  佐々木議員。 

○４番（佐々木希絵） 

  でしたら、平時からちゃんと世帯じゃなくて個々に対応したようにしておいてください。

これ、世帯単位じゃなくて個々でということは平時から私も言っているのに一向にならなく

て、やっぱりこういうときにこういう形で出てくるんです。 

  なので、その辺りはまた考えておいてください。よろしくお願いします。 

○議長（小山彬夫） 

  ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小山彬夫） 

  ないようですので、質疑を終結します。 

  次に、討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小山彬夫） 

  ないようですので、討論を終結します。 

  これより採決を行います。 

  本案を原案どおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛 成 者 起 立〕 
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○議長（小山彬夫） 

  起立全員と認めます。よって、本案は原案どおり可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  日程第19 議案第７号 大阪広域水道企業団の共同処理する事務の変更及びこれに伴う大

阪広域水道企業団規約等の変更に関する協議についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  渡辺総務部長。 

○総務部長（渡辺慶啓）（登壇） 

  それでは、議案第７号の提案理由を説明させていただきます。 

 

    議案第７号 

      大阪広域水道企業団の共同処理する事務の変更及びこれに伴う大阪広域 

      水道企業団規約等の変更に関する協議について 

地方自治法第286条第１項の規定により、大阪広域水道企業団の共同処理する事務

に藤井寺市、大阪狭山市、熊取町及び河南町に係る水道事業の経営に関する事務を追

加すること並びにこれに伴う大阪広域水道企業団規約等の変更に関する協議を関係市

町村と行うことについて、同法第290条の規定により議会の議決を求める。 

      令和２年５月８日提出 

                             河南町長 森 田 昌 吾 

 

  提案理由でございますが、昨年８月６日の全員協議会で統合に関する中間報告、昨年12月

13日の全員協議会において大阪広域水道企業団との水道事業の統合素案最終報告について一

定ご説明をさせていただいた後、令和２年１月23日の大阪広域水道企業団首長会議において、

統合案として承認されました。令和３年４月１日からの事業開始に向けまして、大阪広域水

道企業団の共同処理する事務の変更及びこれに伴う規約の一部変更について、関係市町村と

協議するものでございます。 

  変更内容につきましては、新旧対照表でご説明を差し上げます。 

  新旧対照表の一番最後です。46ページをご覧いただきたいと思います。 

  第１条は、大阪広域水道企業団の規約の一部を変更する新旧対照表でございまして、変更
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後のところに先ほど申し上げました藤井寺市、大阪狭山市、熊取町、河南町を入れるもので

ございます。 

  第２条につきましては、元号を「平成」から「令和」に変更するものでございます。 

  また、附則といたしまして、この規約につきましては来年、令和３年４月１日から施行す

るものでございます。 

  なお、本議案につきましては、既に藤井寺市、大阪狭山市及び熊取町が３月議会で議決さ

れており、本町においてはこの臨時会議においてご審議を賜るものでございます。残る府内

38団体については、６月議会にて審議を賜ることとしてございます。 

  以上で、議案第７号 大阪広域水道企業団の共同処理する事務の変更及びこれに伴う大阪

広域水道企業団規約の変更に関する協議についての説明とさせていただきます。ご審議の上、

ご可決賜りますようよろしくお願いします。 

○議長（小山彬夫） 

  提案理由の説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  力武議員。 

○７番（力武 清） 

  ちょっと質問の項目が多いんで、順番にいきます。 

  １つは、企業団に入るということで、水道事業は人々の生活の営みを続けていく上で最も

大切な事業であることは誰もが承知しているところであるんです。それを前提にして質問な

んですけれども、水道事業にとって安定的に安全に各家庭に確実に届ける、その基本的な事

業が保障されるのかどうか、担保をまずお伺いしたいというふうに思います。 

  ２つ目、企業団の規約によりますと、大阪市を除く府下43自治体が対象となっていますが、

実際は、今回本町を含め４つの団体が加入しても14団体にしかなりません。僅か３分の１で

あります。しかも、人口規模の大きい堺市、東大阪市、吹田市や豊中市といった団体が加入

されていません。なぜこういった状況になっているのか、お伺いいたします。 

  ３つ目、企業団に参加することによるメリットはどのようなものがありますか。それは、

今の本町だけで仮に単独でやろうとするならば克服されないものなのか、お伺いいたします。 

  ４つ目、経営統合と企業団に参加することの違いは何なのか、お伺いします。 

  ５つ目、事業団に参加することによって、権限や指揮命令系統、議会、住民との関係はど

うなるのか。 
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  以上、５つお答え願いたいと思います。 

○議長（小山彬夫） 

  渡辺総務部長。 

○総務部長（渡辺慶啓） 

  企業団と統合いたしましても、水道事業につきましては今までと何ら変わりなく水道の供

給ができるのは当然保障されます。ここは間違いなく保障されるということで、ご理解いた

だきたいと思います。 

  続きまして、企業団の規約に大阪市以外大きな自治体が入っていないということなんです

けれども、企業団のほうに今参加している自治体というのが、どうしても町村であったり人

口規模の少ない市が加入しております。そこは、やはり単独で今後いろんな事業を運営して

いく中でますます厳しくなっていくということで、規模の大きなところに統合していくとい

う形になってございます。 

  河南町におきましても、今現在７名の職員で水道事業を行っておりますけれども、水道企

業団になれば当然500名以上の職員が大阪府内いろんなところで作業している、もう水道の

エキスパートというか、専門家の集団の団体のところに統合されるので、今よりかなりメリ

ットがあるというふうに考えております。 

  それから、経営統合と企業団に参加することの違いということなんですけれども、企業団

につきましては、平成22年度に大阪府内の42市町村が共同で設立しておりますので、もう既

に企業団には河南町は参加しております。今回やるのは、今まで河南町がやっていた水道事

業を企業団で行っていただくという内容の変更ということになりますので、経営統合と違い

ということではございません。 

  それから、企業団に参加することの権限、指揮命令、議会との関係ということなんですけ

れども、当然、企業団と統合することを機に、町が実施してきた水道事業を水道企業団が承

継することになりますので、当該水道事業に係る内容につきましては企業団議会で決定され

ることになってきます。ただ、企業団議会は各事業体の議員33名の輪番制によって構成され

て運営されますので、河南町議会との関係というよりは企業団の議会のほうで決定していた

だくという形になってまいります。 

  以上でございます。 

○議長（小山彬夫） 

  力武議員。 
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○７番（力武 清） 

  よく分かりました。再質問させてもらいます。 

  企業団に参加することによって分担金、負担金というのは発生するのか、発生すればどれ

ぐらいになるのか、お伺いしたいと思います。 

  それと、以前全協でもらった資料を読みますと、10年間で２億9,200万円の補助金という

のが資料として出ました。１年間に直したら３千万円弱になりますか、この活用はどういっ

たものでされる予定なのか、お伺いしたいというふうに思います。 

  ３点目は、現状、先ほどありましたけれども、本町の水道事業は実質的には赤字でありま

す。使用料は単価が１㎥当たり168円、原価は202円で、34円の逆ざやで年間約２千万円の赤

字という状況でありますけれども、参加することによって経営的な部分について克服できる

のかどうかという問いをしたいというふうに思います。 

○議長（小山彬夫） 

  渡辺総務部長。 

○総務部長（渡辺慶啓） 

  企業団に経営統合して参加することによって分担金、負担金はどうなるかということなん

でございますが、企業団に事業を承継することによって新たに生じる負担金、分担金という

のは、特にはございません。 

  それから、府補助金の活用というのはどういったものに使えるかということなんですけれ

ども、府補助金の中には広域化事業等運営基盤強化等事業というのがございまして、広域化

事業につきましては、広域化を契機に実施する事業として連絡管の整備が該当します。具体

的に言いますと、本町では千早の川野辺と馬谷、あるいは水分低区と芹生谷の連絡管等の布

設に活用できるということでございます。 

  それから、水道料金の赤字の話でございますけれども、企業団に統合したからといってす

ぐに水道の事業会計が好転するわけではございませんで、今やっている内容をそのまま、会

計の部分につきましては統合しても河南町の中での会計という形になってございます。です

ので、統合してすぐに効果が現れるというものではございませんが、今後何年か当然施設の

更新とか出てくる段階では、当然そういったところでは大きなメリットは出てくるというふ

うに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（小山彬夫） 
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  力武議員。 

○７番（力武 清） 

  府補助金の活用についてもう一度質問させてもらいますけれども、２億9,200万円、これ、

大宝地区でいいますと、老朽管で昨日も突発事故があって、今朝工事をしてはりました。老

朽管の突発事故が非常に発生率が高い、四十数年たっていますので。そういった意味で、老

朽管の更生などの活用には使えないだろうかという質問をさせてもらいます。 

  それと同時に、次の質問なんですが、企業団と４団体の統合によって事業運営体制を変更

する場合は、お客様サービスが低下しないように必要に応じて移行期間を確保するなど、激

変緩和措置を設けるとしておりますけれども、この激変緩和措置というのは具体的にはどう

いったものを想定されているのか、お聞きします。 

  次に、企業団に参加するまでもなく、当面の課題として有収率を改善しなければならない

と私は提案するんですけれども、この問題があります。現在、本町の有収率は90.4％という

ふうにお聞きしておりますけれども、これを仮に５％改善することによって、700万円の経

費が浮くことになります。経営改善につなぐことができます。また、突発事故などによって

修繕改修費用が年間600万円から700万円かかっていますけれども、これらの経営改善の取組

みをどのようにされていくのか、お聞きしたいというふうに思います。 

○議長（小山彬夫） 

  渡辺総務部長。 

○総務部長（渡辺慶啓） 

  府の補助金の活用で、大宝の老朽管のほうにその補助金は活用できないかということでご

ざいますけれども、府の補助金のほうにつきましては、先ほど言いました芹生谷とか町村界

をまたいでやる広域化事業、それから運営基盤強化等事業というのがございまして、運営基

盤強化等事業というのは、運営基盤を強化するために必要な施設の老朽管のやり替え、施設

の更新、そういった部分についても、一部上限の設定はございますけれども活用ができると

いうことになってございます。 

  それから、企業団と統合することによって激変緩和措置といった部分については、具体的

にはどのようなものがあるのかということなんですけれども、当面は、企業団に入っても河

南町水道センターということで、今ここで同じような作業をするという形になるんです。い

ずれたくさんの自治体が参加することによってここの水道センターがなくなるといったよう

なときに、移転して違うところに行ったりお客様の窓口サービスをどこにするかといったと
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きの経過をどうするかといったようなときの措置を考えているということなので、当面はま

だ河南町水道センターでやっていくことになるんで、具体的な緩和措置というのは、ここに

窓口がなくなったときに、なくすに当たってどういうふうにしていくかというようなことと

いうふうに理解していただければ結構だと思います。 

  あと最後、有収率の回収でございますけれども、有収率が本町では大体90％ぐらいという

ことで、大阪府の平均から見ますと若干多いという形になっています。どちらかというと、

漏水に基づいてという、水漏れのやつで有収率が下がるんですけれども、そういったやつに

つきましても、今後統合することによっていろんな更新もできるだろうというふうに考えて

おりますので、プラスになっていくというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（小山彬夫） 

  ほかにございませんか。 

  谷議員。 

○５番（ 谷 武） 

  水道企業団に、新旧対照表を見ていますとあれですけれども、今、河南町では水道企業団

から１名職員を入れてやっていますわね。水道が赤字やのに水道企業団の職員を１人雇って

ずっとやっている。その人件費でもばかにならんから、それでほんまに新旧対照表をこんな

のするだけで水道企業団を呼んで、玉川理事みたいに国から来て立派な仕事をしてはるよっ

て、それはそれで結構な話やけれども、これ、水道職員で企業団から来てもろうてどういう

今役割を果たしてはるのか、それをちょっと教えてほしい。 

○議長（小山彬夫） 

  渡辺総務部長。 

○総務部長（渡辺慶啓） 

  今、議員仰せのとおり、１名が河南町の水道のほうに派遣という形で来ていただいており

ます。当然、統合する先との調整であったり、いろんな河南町水道事業の経営のシミュレー

ションとかそういった内容とか、ほかの団体との調整とか、いろんな部分で活躍をしていた

だいておりますので、経営統合がスムーズにいくために必要というふうに考えております。 

○議長（小山彬夫） 

  谷議員。 

○５番（ 谷 武） 
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  これ、必要だったら、こないして先に水道企業団に入った市や町は何かいいことがあるの

かというのを、先に入るわ、企業団の社員を１人やって河南町の税金でずっと賄って、何か

おかしな具合になっておるんやけれども、その辺はほんまにメリットというのが見えてこな

い。就業機会によってこの条文を変える、いろいろ水道会計はずっと河南町の会計でやる、

それやったら別に来てもらわんでも、６名でやったら十分にいけるのと違うかなと思う。そ

こへまた水質検査は下請に回して委託するというのは、ちょっとやめてもう一遍やってもら

えるようになったけれども、その辺どうも何かおかしな話で、それはどうかな。 

○議長（小山彬夫） 

  渡辺総務部長。 

○総務部長（渡辺慶啓） 

  今、町の職員として企業団から派遣していただいた方は働いていただいています。令和３

年、水道事業が河南町水道企業団に行くということになると、今おる河南町の職員も企業団

の職員になる。企業団の職員が河南町の水道事業をやるという形になる。 

  ですので、河南町の職員の身分を有したままずっと令和３年以降も河南町でやるというわ

けではなくて、明らかに企業団の事業として水道事業をやって、そこの職員は水道企業団の

職員という形になります。水道企業団がやるということなんで、今来ていただいて、そのま

ま水道企業団に移行するというふうに考えていただければ結構かと思います。 

  一番最初、平成29年でしたか、千早赤阪村、太子町、四條畷市が参加されまして、その後

第二弾があって今回我々は第三弾の企業統合ということになっているんですけれども、先に

入ったところが何かが有利かということでは今のところはなくて、今後、これから水道事業

を運営していくに当たって、参加されたところのいろいろな話とかいろんなことを聞くと、

やはり町としては体力もないので、ここは企業団に統合するのがメリットと。そやから、入

る時期どうこうで今のところ何かが変わるということではないというふうには考えています。 

○議長（小山彬夫） 

  谷議員。 

○５番（ 谷 武） 

  非常に分かりやすい話なんですけれども、水道企業団に入って、水道管は40年の耐久のあ

れしかないし、替えていかなあかん。いろいろ資金が足らん。職員も足らん。それは重々分

かってやっているんやけれども、これ、ループとかいうのになったら一番ネックは富田林市

で、富田林市が入ってこそ本当にループになっていろいろやれる。やっぱり先に入るところ
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のメリットというのを住民に言わな、職員を企業団から雇っている、入るのに都合がいいか

らやっている、そんな説明では１人雇うんやから、本当にそれ相応のことがちゃんと確約さ

れてこうですと言うてくれやな、入るために手続が簡素化されていけるねんというような説

明の仕方やなしに、これからはちゃんと、もっと細かく説明してもらわな、やっぱり１人職

員を入れるというのはすごくおかしな話だから、国から来てもらってちゃんとして、やっぱ

り責任やからね。これは河南町の税金でやっているんやから、何か残してもらわなあかんか

ら、その点お願いして、質問を終わります。 

○議長（小山彬夫） 

  佐々木議員。 

○４番（佐々木希絵） 

  水道事業というのは、やっぱり自治体の中で一番大事な事業やと思うんです。それを管の

老朽で更新を河南町ではできなくなったから移行するということなんですけれども、本来で

あれば自治体単位で、自分のところの住民の水の安全というのは守って安定供給する。住民

票を出すとかよりも一番本当に大事な仕事だと思うんです。 

  本来であれば私、これ反対したいところですよ。でも今、水道管を入れ替えないといけな

い、いつ来るか分からない地震で耐震管にどんどん替えていかないといけない、それのスピ

ード感が必要やということで、ある程度の理解はしているんですけれども、古い水道管を四

十数年前に入れたときに耐用年数というのはそもそも出ていたわけで、それは何で積み立て

てくれなかったのか、入れ替えるというのを視野に何で今まで入れてこられなかったのか、

どういうところがネックになっていたのかというのが一つ。 

  やっぱり一番これになって気になるのは、あるタイミングであっという間に民営化に移行

してしまうんじゃないかという心配なんです。これを今通したら、民営化に対する議決権も

水道企業の議会に移ってしまいます。なので、大阪市のいろんな広報とかを見ても、市長メ

ッセージとかで民営化をえらい推していたりするんです。ああいうのを見たら、ほんまに今

これをやってもいいのかどうかというタイミングなのかとかもあるので、今までいろんな質

問をしていて、民営化はないということを今日の朝もちらっと言ってもらったんですけれど、

それ、何でそういうことが言えるのかというのと、今、力武議員もおっしゃっていたけれど

も、古い管をどんどん入れ替える、その計画というのは水道企業団に移行したら必ず達成で

きるのか、その計画というのは今もう既にあるものなのかというあたりをお答えください。 

○議長（小山彬夫） 
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  宅課長。 

○まち創造部副理事兼上下水道課長（ 宅英之） 

  大宝の古い管なんですけれども、もともとずっと更新ということで考えておりましたが、

やはり人口減少によりまして収益が上がらない。集落内につきましてはほとんど下水道事業

で更新しております。というところで、人口減少で収益が上がらないというところが一番大

きな原因で、そこでこの統合のお話をいただきまして、統合の中で補助金を頂きながら更新

していくというところでございます。 

  計画というのは統合のシミュレーションの中でもしております。 

○議長（小山彬夫） 

  渡辺総務部長。 

○総務部長（渡辺慶啓） 

  今、大阪水道企業団が目標にしておるのは府域一水道ということで、大阪府全域を一つの

水道という形で進んでおりまして、どちらかというと、それは今の企業団の経営の中で考え

ていただいているということで、そこを目標に頑張っていっていただいている。それを民営

化して民間の事業者がそれをやるというよりは、企業団のほうが当然そちらのほうに向かう

というふうに考えておりますので、民営化になることはあまり考えられないのではないかと

いうふうに考えております。 

○議長（小山彬夫） 

  江尻副理事。 

○まち創造部副理事（江尻武弘） 

  企業団が民営化に移行するかどうかというところなんですけれども、今、企業団自体は広

域化に向かってかじを切ろうとしています。３月24日に各議員に配付させていただいた在り

方協議会の報告書でも記載されているんですけれども、今、大阪府がかじを取って府域一水

道を目指して頑張っていこうという機運になっていますので、民営化ということで経営を民

に渡していくというふうなことではなくて、民の力というのは借りられるところは借りる。

要は今、企業団で考えているのは、管路の更新のスピードアップとかコストメリット、スケ

ールメリットを働かせようということで、デザインビルドということで設計施工を一つの業

者さんのほうにお任せするとか、大型発注ロット化して管路の更新のスピードを上げていこ

うとかというふうなところを考えていますので、宮城県とかでやっているような民営化に向

かった動きというのは、ちょっと今の時点ではあり得ないのかなというふうに思っています。 



－108－ 

○議長（小山彬夫） 

  佐々木議員。 

○４番（佐々木希絵） 

  古い管を入替えしていくのに計画はあるのかという質問で、どういう計画になっているの

かという質問をしたんですけれども、計画はありますしかなかったので、どういうことにな

っているのか答えてください。 

○議長（小山彬夫） 

  江尻副理事。 

○まち創造部副理事（江尻武弘） 

  今、12月13日の最終報告、全協でもご説明させていただいたところでも、更新事業費とい

うのを記載させていただいていたと思うんですけれども、大宝地区とかですと昭和40年代に

布設した管というのがもうそろそろ限界を迎えていて、毎年毎年大宝地区のどこかで漏水し

ているとかというふうなことで、ほんまにもう一気に更新していかなあかんというふうな待

ったなしの状況の中で、今回統合することによって国から大阪府経由で補助金を交付しても

らいます。その補助金を財源に一部活用することによって、今の水道事業会計の財源の一部

としてやっていくというふうなことで、アセット・マネジメントというふうなことで計画的

に更新していく計画というのを12月に説明させていただいて、１月23日に河南町長も出席し

ていただいた首長会議で合意形成がなされたところなので、その計画に基づいて統合は更新

事業を毎年毎年非常に多くやっていく予定になっております。 

○議長（小山彬夫） 

  ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小山彬夫） 

  ないようでございますので、質疑を終結します。 

  次に、討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小山彬夫） 

  ないようでございますので、討論を終結します。 

  これより採決を行います。 

  本案を原案どおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 
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〔賛 成 者 起 立〕 

○議長（小山彬夫） 

  起立全員と認めます。よって、本案は原案どおり可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（小山彬夫） 

  以上で、本臨時会議の議事日程は全て終了いたしました。 

  本臨時会議の閉議に際し、森田町長より挨拶の申出がございましたので、お受けいたしま

す。 

  森田町長。 

○町長（森田昌吾） 

  令和２年河南町議会５月臨時会議の閉議に当たりまして、一言ご挨拶申し上げます。 

  このたび、本臨時会議におきましてご提案させていただきました案件に対し、慎重審議の

上ご可決を賜り、ありがとうございます。 

  開議の挨拶でも述べましたが、新型コロナウイルス感染症対策の緊急事態宣言が５月31日

まで、今月末まで延長されました。皆様におかれましては、お体に十分ご留意いただきまし

てご活躍されんことをお祈り申し上げまして、閉議のご挨拶とさせていただきます。ありが

とうございました。 

○議長（小山彬夫） 

  森田町長の挨拶が終わりました。 

  本臨時会議の会議におきまして字句等の修正がございましたら、議長において修正させて

いただきたいと思います。また、議席の変更に伴い、議員駐車場も明日以降から変更となり

ますので、よろしくお願いします。 

  それでは、これをもちまして令和２年河南町議会５月臨時会議を閉じます。散会といたし

ます。 

  大変ご苦労さんでした。 

午後４時４０分閉議 
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